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客観的事情の変更に伴い、誤

りとなった事実の記載
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た。1644年に明
ミン
が滅
めつ
亡
ぼう
して中国からの陶磁器輸入が

一時不足すると，オランダは伊
い
万
ま
里
り
焼
やき
を大量に発注

した。そのころ，イギリスではチャールズ 2世の王

妃キャサリンが宮廷に喫
きっ
茶
さ
を広めた。

　茶の普及は植民地の広がりとも関係する。16世紀

からポルトガル領ブラジルが砂糖プランテーション

を展開し，17世紀末まで砂糖市
し
場
じょう
を独占していた。

茶やコーヒーに砂糖を入れて飲むようになると砂糖

への需要が高まり，イギリス領のジャマイカやフラ

ンス領サン・ドマング（ハイチ），スペイン領キュ

ーバなどカリブ海諸島の各国植民地においても砂糖

を大規
き
模
ぼ
に生産するようになる。このようなヨーロ

ッパでの茶やコーヒーの普及にともなって急増した

砂糖の生産は，奴
ど
隷
れい
労働によって支えられていた。

　なお，18世紀はじめまでヨーロッパで飲まれてい

たのはほとんどが緑茶であった。18世紀後半に発
はっ
酵
こう

をすすめた紅茶の原型が生まれ，しだいに紅茶が中

国からヨーロッパへの輸出の中心となっていく。

イギリスと
アメリカ

　世界史上で茶がかかわる出
で
来
き
事
ごと
として，アメリカ

独立戦争のきっかけの一つとなった1773年のボスト

ン茶会事件が有名である。七年戦争による負
ふ
債
さい
をま

かなうために植民地に課税しようとしたことに対し

てアメリカ植民地側が反発したため，さまざまな関
かん

税
ぜい
が撤
てっ
廃
ぱい
されたが，茶への高関税は残っていた。こ

の時，茶税を高くすると密輸が増えることになり，

結局税収も減ってしまうので，税を下げて正規品の

（→p.178）

（→p.211）

イギリスから独立したアメリ

カで，茶よりコーヒーが普及

したのはなぜだろうか

（→p.235） （→p.218）

流通量を増やすほうが税収増につながるとイギリス

政府にうったえたのが，ト
Twining

ワイニングである。一方，

すでに茶が普及して必
ひつ
需
じゅ
品
ひん
となっていたアメリカで

は，人々はオランダやフランスから密輸される茶を

飲み，関税で高額となっていたイギリスの茶を購入

しなかった。こうして大量の茶の在庫をかかえたイ

ギリス東インド会社は経営難となったため，イギリ

ス政府は1773年に茶法を制定し，東インド会社に関

税なしでアメリカの植民地に茶を売ることを認めた。

密輸茶より安値になることでアメリカの人々の不満

も解消できると考えていたが，アメリカの人々はイ

ギリス東インド会社が茶の独占販売権をもっている

ことに反発し，ボストン茶会事件にいたるのである。

そして，茶はイギリスの圧政の象徴となり，アメリ

カではコーヒーのほうが普及することになる。

中国からインドへ

　現在，中国とともに茶の生産量や輸出量が多い国

としてインドやスリランカがあげられるが，ともに

輸出向けに大規模な生産がはじまったのは19世紀に

入ってからである。当時，イギリスは中国との貿易

（1675〜1741）

インドはどのようにして茶の

生産地になったのだろうか

中国製陶磁器　中国や日本から輸入された陶磁器はティーボー
ルとよばれる把

とっ
手
て
のないもので，受け皿は茶を冷まして飲むために

使われた。
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奴隷人口の推移 　　　　上のグラフの砂糖の生産量と奴隷人
口の推移には，どのような関係がみられるだろうか。
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一時不足すると，オランダは伊
い
万
ま
里
り
焼
やき
を大量に発注

した。そのころ，イギリスではチャールズ 2世の王

妃キャサリンが宮廷に喫
きっ
茶
さ
を広めた。

　茶の普及は植民地の広がりとも関係する。16世紀

からポルトガル領ブラジルが砂糖プランテーション

を展開し，17世紀末まで砂糖市
し
場
じょう
を独占していた。

茶やコーヒーに砂糖を入れて飲むようになると砂糖

への需要が高まり，イギリス領のジャマイカやフラ

ンス領サン・ドマング（ハイチ），スペイン領キュ

ーバなどカリブ海諸島の各国植民地においても砂糖

を大規
き
模
ぼ
に生産するようになる。このようなヨーロ

ッパでの茶やコーヒーの普及にともなって急増した

砂糖の生産は，奴
ど
隷
れい
労働によって支えられていた。

　なお，18世紀はじめまでヨーロッパで飲まれてい

たのはほとんどが緑茶であった。18世紀後半に発
はっ
酵
こう

をすすめた紅茶の原型が生まれ，しだいに紅茶が中

国からヨーロッパへの輸出の中心となっていく。

イギリスと
アメリカ

　世界史上で茶がかかわる出
で
来
き
事
ごと
として，アメリカ

独立戦争のきっかけの一つとなった1773年のボスト

ン茶会事件が有名である。七年戦争による負
ふ
債
さい
をま

かなうために植民地に課税しようとしたことに対し

てアメリカ植民地側が反発したため，さまざまな関
かん

税
ぜい
が撤
てっ
廃
ぱい
されたが，茶への高関税は残っていた。す

でに茶が普及して必
ひつ
需
じゅ
品
ひん
となっていたアメリカでは，

人々はオランダやフランスから密輸される茶を飲み，

関税で高額となっていたイギリスの茶を購入しなか

（→p.211）

イギリスから独立したアメリ

カで，茶よりコーヒーが普及

したのはなぜだろうか

（→p.235） （→p.218）

った。こうして大量の茶の在庫をかかえたイギリス

東インド会社は経営難となったため，イギリス政府

は1773年に茶法を制定し，東インド会社に関税なし

でアメリカの植民地に茶を売ることを認めた。密輸

茶より安値になることでアメリカの人々の不満も解

消できると考えていたが，アメリカの人々はイギリ

ス東インド会社が茶の独占販売権をもっていること

に反発し，ボストン茶会事件にいたるのである。そ

して，茶はイギリスの圧政の象徴となり，アメリカ

ではコーヒーのほうが普及することになる。

　ところで，アメリカ独立後も茶への重税をつづけ

ていたイギリス政府に対し，減税するほうが密輸が

減って正規品の流通量が増えるので税収増につなが

るとうったえたのが，ト
Twining

ワイニングである。そして，

1784年に茶の大幅減税が実現した。

中国からインドへ

　現在，中国とともに茶の生産量や輸出量が多い国

としてインドやスリランカがあげられるが，ともに

輸出向けに大規模な生産がはじまったのは19世紀に

入ってからである。当時，イギリスは中国との貿易

（1749〜1824）

インドはどのようにして茶の

生産地になったのだろうか

中国製陶磁器　中国や日本から輸入された陶磁器はティーボー
ルとよばれる把

とっ
手
て
のないもので，受け皿は茶を冷まして飲むために

使われた。
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奴隷人口の推移 　　　　上のグラフの砂糖の生産量と奴隷人
口の推移には，どのような関係がみられるだろうか。
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た。1644年に明
ミン
が滅
めつ
亡
ぼう
して中国からの陶磁器輸入が

一時不足すると，オランダは伊
い
万
ま
里
り
焼
やき
を大量に発注

した。そのころ，イギリスではチャールズ 2世の王

妃キャサリンが宮廷に喫
きっ
茶
さ
を広めた。

　茶の普及は植民地の広がりとも関係する。16世紀

からポルトガル領ブラジルが砂糖プランテーション

を展開し，17世紀末まで砂糖市
し
場
じょう
を独占していた。

茶やコーヒーに砂糖を入れて飲むようになると砂糖

への需要が高まり，イギリス領のジャマイカやフラ

ンス領サン・ドマング（ハイチ），スペイン領キュ

ーバなどカリブ海諸島の各国植民地においても砂糖

を大規
き
模
ぼ
に生産するようになる。このようなヨーロ

ッパでの茶やコーヒーの普及にともなって急増した

砂糖の生産は，奴
ど
隷
れい
労働によって支えられていた。

　なお，18世紀はじめまでヨーロッパで飲まれてい

たのはほとんどが緑茶であった。18世紀後半に発
はっ
酵
こう

をすすめた紅茶の原型が生まれ，しだいに紅茶が中

国からヨーロッパへの輸出の中心となっていく。

イギリスと
アメリカ

　世界史上で茶がかかわる出
で
来
き
事
ごと
として，アメリカ

独立戦争のきっかけの一つとなった1773年のボスト

ン茶会事件が有名である。七年戦争による負
ふ
債
さい
をま

かなうために植民地に課税しようとしたことに対し

てアメリカ植民地側が反発したため，さまざまな関
かん

税
ぜい
が撤
てっ
廃
ぱい
されたが，茶への高関税は残っていた。こ

の時，茶税を高くすると密輸が増えることになり，

結局税収も減ってしまうので，税を下げて正規品の

（→p.178）

（→p.211）

イギリスから独立したアメリ

カで，茶よりコーヒーが普及

したのはなぜだろうか

（→p.235） （→p.218）

流通量を増やすほうが税収増につながるとイギリス

政府にうったえたのが，ト
Twining

ワイニングである。一方，

すでに茶が普及して必
ひつ
需
じゅ
品
ひん
となっていたアメリカで

は，人々はオランダやフランスから密輸される茶を

飲み，関税で高額となっていたイギリスの茶を購入

しなかった。こうして大量の茶の在庫をかかえたイ

ギリス東インド会社は経営難となったため，イギリ

ス政府は1773年に茶法を制定し，東インド会社に関

税なしでアメリカの植民地に茶を売ることを認めた。

密輸茶より安値になることでアメリカの人々の不満

も解消できると考えていたが，アメリカの人々はイ

ギリス東インド会社が茶の独占販売権をもっている

ことに反発し，ボストン茶会事件にいたるのである。

そして，茶はイギリスの圧政の象徴となり，アメリ

カではコーヒーのほうが普及することになる。

中国からインドへ

　現在，中国とともに茶の生産量や輸出量が多い国

としてインドやスリランカがあげられるが，ともに

輸出向けに大規模な生産がはじまったのは19世紀に

入ってからである。当時，イギリスは中国との貿易

（1675〜1741）

インドはどのようにして茶の

生産地になったのだろうか

中国製陶磁器　中国や日本から輸入された陶磁器はティーボー
ルとよばれる把

とっ
手
て
のないもので，受け皿は茶を冷まして飲むために

使われた。
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一時不足すると，オランダは伊
い
万
ま
里
り
焼
やき
を大量に発注

した。そのころ，イギリスではチャールズ 2世の王

妃キャサリンが宮廷に喫
きっ
茶
さ
を広めた。

　茶の普及は植民地の広がりとも関係する。16世紀

からポルトガル領ブラジルが砂糖プランテーション

を展開し，17世紀末まで砂糖市
し
場
じょう
を独占していた。

茶やコーヒーに砂糖を入れて飲むようになると砂糖

への需要が高まり，イギリス領のジャマイカやフラ

ンス領サン・ドマング（ハイチ），スペイン領キュ

ーバなどカリブ海諸島の各国植民地においても砂糖

を大規
き
模
ぼ
に生産するようになる。このようなヨーロ

ッパでの茶やコーヒーの普及にともなって急増した

砂糖の生産は，奴
ど
隷
れい
労働によって支えられていた。

　なお，18世紀はじめまでヨーロッパで飲まれてい

たのはほとんどが緑茶であった。18世紀後半に発
はっ
酵
こう

をすすめた紅茶の原型が生まれ，しだいに紅茶が中

国からヨーロッパへの輸出の中心となっていく。

イギリスと
アメリカ

　世界史上で茶がかかわる出
で
来
き
事
ごと
として，アメリカ

独立戦争のきっかけの一つとなった1773年のボスト

ン茶会事件が有名である。七年戦争による負
ふ
債
さい
をま

かなうために植民地に課税しようとしたことに対し

てアメリカ植民地側が反発したため，さまざまな関
かん

税
ぜい
が撤
てっ
廃
ぱい
されたが，茶への高関税は残っていた。す

でに茶が普及して必
ひつ
需
じゅ
品
ひん
となっていたアメリカでは，

人々はオランダやフランスから密輸される茶を飲み，

関税で高額となっていたイギリスの茶を購入しなか

（→p.211）

イギリスから独立したアメリ

カで，茶よりコーヒーが普及

したのはなぜだろうか

（→p.235） （→p.218）

った。こうして大量の茶の在庫をかかえたイギリス

東インド会社は経営難となったため，イギリス政府

は1773年に茶法を制定し，東インド会社に関税なし

でアメリカの植民地に茶を売ることを認めた。密輸

茶より安値になることでアメリカの人々の不満も解

消できると考えていたが，アメリカの人々はイギリ

ス東インド会社が茶の独占販売権をもっていること

に反発し，ボストン茶会事件にいたるのである。そ

して，茶はイギリスの圧政の象徴となり，アメリカ

ではコーヒーのほうが普及することになる。

　ところで，アメリカ独立後も茶への重税をつづけ

ていたイギリス政府に対し，減税するほうが密輸が

減って正規品の流通量が増えるので税収増につなが

るとうったえたのが，ト
Twining

ワイニングである。そして，

1784年に茶の大幅減税が実現した。

中国からインドへ

　現在，中国とともに茶の生産量や輸出量が多い国

としてインドやスリランカがあげられるが，ともに

輸出向けに大規模な生産がはじまったのは19世紀に

入ってからである。当時，イギリスは中国との貿易

（1749〜1824）

インドはどのようにして茶の

生産地になったのだろうか

中国製陶磁器　中国や日本から輸入された陶磁器はティーボー
ルとよばれる把

とっ
手
て
のないもので，受け皿は茶を冷まして飲むために

使われた。
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奴隷人口の推移 　　　　上のグラフの砂糖の生産量と奴隷人
口の推移には，どのような関係がみられるだろうか。

1 　茶と世界史  ｜
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TeaとCha

　茶の原産地は中国西
せい
南
なん
の現在の雲

うん
南
なん
省周辺で，茶

を飲む習慣は前 3世紀ごろにはじまったといわれる。

当初は漢
かん
方
ぽう
薬であったが，しだいに飲物としても普

ふ

及
きゅう
するようになった。唐

とう
代の 8 世紀後半，陸

りく
羽
う
は

『茶
ちゃ
経
きょう
』において茶の製法，飲み方，効用を記して

いる。 9世紀には遣
けん
唐
とう
使
し
を通して日本に伝えられた。

　ヨーロッパで最初に茶を知ったのはポルトガル人

やイタリア人で，16世紀のことである。ヨーロッパ

に茶が輸入されたのは17世紀に入ってからで，1610

年にオランダ東インド会社が日本の平
ひら
戸
ど
と中国の福

ふっ

建
けん
の厦

アモイ
門で購入した茶をアムステルダムにもたらし

た。英語・オランダ語・ドイツ語・フランス語など

で茶を意味する単語が，福建で話されている閩
びん
南
なん
語

茶は中国から西方にどのよう

に伝わったのだろうか

（→p.89）

（→p.183）

（中国語の一方言）に由
ゆ
来
らい
するTea系となっている

のは，茶がオランダから西ヨーロッパ各地に伝わっ

たためである。一方，日本語・ヒンディー語・アラ

ビア語・トルコ語・ロシア語などで茶を意味する単

語は，広
カン
東
トン
語や北

ペキン
京語などと同じCha系である。

西ヨーロッパ諸語のうちポルトガル語だけがCha

系なのは，広東のマカオから直接輸入したことによ

る。

　イギリスには17世紀半ばに茶がもたらされ，この

時期には中国からの茶のほかに，アラビア半島のモ

カからはコーヒーが，アメリカ大陸からはチョコレ

ート（ココア）の原料となるカカオがほぼ同時に入

ってきた。18世紀前半には，カリブ海をおそったハ

リケーンのためイギリス領の西インド諸島のカカオ

が全滅し，コーヒーに関してはジャワ島での栽培に

成功したオランダが商業上優位に立つことになった。

こうして茶・コーヒー・カカオの三つのうち，イギ

リスの輸入は中国茶が中心となる。

茶・陶磁器・砂糖

　中国からヨーロッパへは，茶を飲むための陶
とう
磁
じ
器

も輸出された。白くて薄いが硬い磁器をつくる技術

はヨーロッパにはなく，中国からの輸入に頼ってい

ヨーロッパでの茶の普及は，

世界にどのような影響を与え

たのだろうか

茶の伝
でん

播
ぱ

　　　　茶はどのように世界に広まっていったのだろ
うか。

アフタヌーンティーを楽しむ人

茶畑（インド）

さまざまな
種類のお茶

9世紀9世紀3世紀

13世紀

14世紀14世紀 8世紀

17世紀

17世紀17世紀

福建
広東

茶はどのようにして私たちにとって日常的な飲み物に
なったのだろうか。茶と世界史1

変更が適切な体裁・記載（番

号 2の修正に伴うスペースの

確保）

4 57 地図

吉
よし

野
の

ヶ
が

里
り

遺跡（復元）　佐賀県にある弥
や よ い
生時代の環

かん
濠
ごう
集落遺跡。

墳
ふん
丘
きゅう
墓
ぼ
や『魏

ぎ
志
し
』倭

わ
人
じん
伝
でん
の記述を裏づけるような遺構がみつかって

いる。

アマラーヴァティーのストゥーパの浮き彫
ぼ

り　アマラ
ーヴァティーはサータヴァーハナ朝時代とその前後，仏教の中
心として繁栄した。巨大なストゥーパは，仏教説話や仏伝など
をあらわした浮き彫りによって飾られていた。

後漢時代の墓のレリーフ（画
が

像
ぞう

石
せき

）　さまざまな芸能を楽し
む主人（左上）の図。 2世紀の中国では地方の豪

ごう
族
ぞく
が台頭し，特色

ある地域文化がそだった。やがて豪族のなかから三国志の英雄や六
りく

朝
ちょう
時代の貴族があらわれることになる。
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記の統一）

5 69 図版

2 南アジアの国家や社会は
どのような特徴をもって
いるのだろうか。

インド世界の形成

グプタ朝と
古典文化の開花

4 世紀前半に，ガ

ンジス川中流域，

かつてのマガダ国の故
こ
地
ち
から台頭したチ

ャ
ChandraguptaⅠ

ンドラグプタ 1世がパータリプトラを

都としてグ
Gupta

プタ朝を建てた。同世紀後半

には，チ
ChandraguptaⅡ

ャンドラグプタ2世が北インド

の大部分を統一した。

　グプタ朝の時代，サンスクリット語が

宗教だけでなく政治や学芸の言語として

も重視されるようになった。サンスクリ

ット語で王の事
じ
績
せき
を喧
けん
伝
でん
する碑

ひ
文
ぶん
を作成することが一般化し，宮廷ではサン

スクリット語文学が興
こう
隆
りゅう
した。詩人カ

Kalidasa

ーリダーサは戯曲『シャクンタラー』

などを著
あらわ
し，後世に影響を与えた。また，天文学，数学，医学などの諸学問

が確立し，各分野の古典的な文献がサンスクリット語で成立したのもこのこ

ろである。

　グプタ朝期には仏教も栄え，ナ
Nalanda

ーランダー僧院が仏教教学の中心となった。

ア
Ajanta

ジャンター石
せっ
窟
くつ
寺院の主要部もこの時代につくられた。この時期の仏像は，

優
ゆう
美
び
さとやさしさをもち，グプタ様式とよばれる。

　バラモン教はインド各地の土着の神々に対する民間信仰との融
ゆう
合
ごう
がすすみ，

その結果，グプタ朝が成立するころまでにヒ
Hindu

ンドゥー教の原型ができあがっ

た。ヒンドゥー教では，世界保持者で万能の主
しゅ
宰
さい
者であるヴ

Vishnu
ィシュヌと，破

は

壊
かい
と創造の神シ

Shiva

ヴァが主
しゅ
神
しん
とされた。 2世紀ごろまでに成立した『マヌ法典』

（在位320ごろ〜335ごろ）

（320ごろ〜550ごろ）

（在位376ごろ〜415ごろ）

（ 5世紀ごろ）

仙人の娘シャクンタラーと王
の波

は
瀾
らん
万
ばん
丈
じょう
の恋を描く。

数字，十進法，ゼロの概
がい
念
ねん
な

どは，のちにイスラーム世界を
通じてヨーロッパに伝えられ，
近代数学の基礎となった。

5〜12世紀まで栄えた学問寺。
現在，パトナの南東に仏教遺跡
として残っている。

アジャンター石
せっ

窟
くつ

寺院　この地の仏教石窟寺
院群は紀元前後から建てられたが，大規

き
模
ぼ
なものの

多くは 4～ 6世紀に造
ぞう
営
えい
された。

グプタ様式の仏像　目を半ば
閉じた優

ゆう
美
び
で気

き
品
ひん
のある顔や，薄

い衣を着た体の表現が特徴的であ
る。

カナウジ

マトゥラー

パータリプトラ ナーランダー

アジャンター
エローラ

0 1000km

アラビア海

イ
ン 
ダ  
ス   
川    

ガ
ン 
ジ  
ス   
川    

ベンガル湾

グプタ朝の最大領域（5世紀はじめ）
ヴァルダナ朝の最大領域（7世紀前半）

グプタ朝とヴァルダナ朝の領域
図 p.67, 161

アジャンター石窟寺院の壁
へき

画
が

（ 6世紀）　
第 1窟にある観

かん
音
のん
菩
ぼ
薩
さつ
の壁

へき
画
が
。グプタ様式の代

表作である。　　　法
ほう
隆
りゅう
寺
じ
金
こん
堂
どう
の壁

へき
画
が
と比較し

てみよう。似ているところはあるだろうか。

法
ほう

隆
りゅう

寺
じ

金
こん

堂
どう

の壁画（ 7世紀ご
ろ）　阿

あ
弥
み
陀
だ
浄
じょう
土
ど
図
ず
に描かれた観

かん

音
のん
菩
ぼ
薩
さつ
像
ぞう
。
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変更が適切な体裁・記載（よ

り適切な写真への変更）
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TeaとCha

　茶の原産地は中国西
せい
南
なん
の現在の雲

うん
南
なん
省周辺で，茶

を飲む習慣は前 3世紀ごろにはじまったといわれる。

当初は漢
かん
方
ぽう
薬であったが，しだいに飲物としても普

ふ

及
きゅう
するようになった。唐

とう
代の 8 世紀後半，陸

りく
羽
う
は

『茶
ちゃ
経
きょう
』において茶の製法，飲み方，効用を記して

いる。 9世紀には遣
けん
唐
とう
使
し
を通して日本に伝えられた。

　ヨーロッパで最初に茶を知ったのはポルトガル人

やイタリア人で，16世紀のことである。ヨーロッパ

に茶が輸入されたのは17世紀に入ってからで，1610

年にオランダ東インド会社が日本の平
ひら
戸
ど
と中国の福

ふっ

建
けん
の厦

アモイ
門で購入した茶をアムステルダムにもたらし

た。英語・オランダ語・ドイツ語・フランス語など

で茶を意味する単語が，福建で話されている閩
びん
南
なん
語

茶は中国から西方にどのよう

に伝わったのだろうか

（→p.89）

（→p.183）

（中国語の一方言）に由
ゆ
来
らい
するTea系となっている

のは，茶がオランダから西ヨーロッパ各地に伝わっ

たためである。一方，日本語・ヒンディー語・アラビ

ア語・トルコ語・ロシア語などで茶を意味する単語は，

広
カン
東
トン
語や北

ペキン
京語などと同じCha系である。西ヨー

ロッパ諸語のうちポルトガル語だけがCha系なのは，

広東のマカオから直接輸入したことによる。

　イギリスには17世紀半ばに茶がもたらされ，この

時期には中国からの茶のほかに，アラビア半島のモ

カからはコーヒーが，アメリカ大陸からはチョコレ

ート（ココア）の原料となるカカオがほぼ同時に入

ってきた。18世紀前半には，カリブ海をおそったハ

リケーンのためイギリス領の西インド諸島のカカオ

が全滅し，コーヒーに関してはジャワ島での栽培に

成功したオランダが商業上優位に立つことになった。

こうして茶・コーヒー・カカオの三つのうち，イギ

リスの輸入は中国茶が中心となる。

茶・陶磁器・砂糖

　中国からヨーロッパへは，茶を飲むための陶
とう
磁
じ
器

も輸出された。白くて薄いが硬い磁器をつくる技術

はヨーロッパにはなく，中国からの輸入に頼ってい

た。1644年に明
ミン
が滅

めつ
亡
ぼう
して中国からの陶磁器輸入が

ヨーロッパでの茶の普及は，

世界にどのような影響を与え

たのだろうか

（→p.178）

茶の伝
でん

播
ぱ

　　　　茶はどのように世界に広まっていったのだろ
うか。

アフタヌーンティーを楽しむ人

茶畑（インド）

さまざまな
種類のお茶

9世紀9世紀3世紀

13世紀

14世紀14世紀 8世紀

17世紀

17世紀17世紀

福建
広東

茶はどのようにして私たちにとって日常的な飲み物に
なったのだろうか。茶と世界史1

吉
よし

野
の

ヶ
が

里
り

遺跡（復元）　佐賀県にある弥
や よ い
生時代の環

かん
濠
ごう
集落遺跡。

墳
ふん
丘
きゅう
墓
ぼ
や『魏

ぎ
志
し
』倭

わ
人
じん
伝
でん
の記述を裏づけるような遺構がみつかって

いる。

アマラーヴァティーのストゥーパの浮き彫
ぼ

り　アマラ
ーヴァティーはサータヴァーハナ朝時代とその前後，仏教の中
心として繁栄した。巨大なストゥーパは，仏教説話や仏伝など
をあらわした浮き彫りによって飾られていた。

後漢時代の墓のレリーフ（画
が

像
ぞう

石
せき

）　さまざまな芸能を楽し
む主人（左上）の図。 2世紀の中国では地方の豪

ごう
族
ぞく
が台頭し，特色

ある地域文化がそだった。やがて豪族のなかから三国志の英雄や六
りく

朝
ちょう
時代の貴族があらわれることになる。
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2 南アジアの国家や社会は
どのような特徴をもって
いるのだろうか。

インド世界の形成

グプタ朝と
古典文化の開花

4 世紀前半に，ガ

ンジス川中流域，

かつてのマガダ国の故
こ
地
ち
から台頭したチ

ャ
ChandraguptaⅠ

ンドラグプタ 1世がパータリプトラを

都としてグ
Gupta

プタ朝を建てた。同世紀後半

には，チ
ChandraguptaⅡ

ャンドラグプタ2世が北インド

の大部分を統一した。

　グプタ朝の時代，サンスクリット語が

宗教だけでなく政治や学芸の言語として

も重視されるようになった。サンスクリ

ット語で王の事
じ
績
せき
を喧
けん
伝
でん
する碑

ひ
文
ぶん
を作成することが一般化し，宮廷ではサン

スクリット語文学が興
こう
隆
りゅう
した。詩人カ

Kalidasa

ーリダーサは戯曲『シャクンタラー』

などを著
あらわ
し，後世に影響を与えた。また，天文学，数学，医学などの諸学問

が確立し，各分野の古典的な文献がサンスクリット語で成立したのもこのこ

ろである。

　グプタ朝期には仏教も栄え，ナ
Nalanda

ーランダー僧院が仏教教学の中心となった。

ア
Ajanta

ジャンター石
せっ
窟
くつ
寺院の主要部もこの時代につくられた。この時期の仏像は，

優
ゆう
美
び
さとやさしさをもち，グプタ様式とよばれる。

　バラモン教はインド各地の土着の神々に対する民間信仰との融
ゆう
合
ごう
がすすみ，

その結果，グプタ朝が成立するころまでにヒ
Hindu

ンドゥー教の原型ができあがっ

た。ヒンドゥー教では，世界保持者で万能の主
しゅ
宰
さい
者であるヴ

Vishnu
ィシュヌと，破

は

壊
かい
と創造の神シ

Shiva

ヴァが主
しゅ
神
しん
とされた。 2世紀ごろまでに成立した『マヌ法典』

（在位320ごろ〜335ごろ）

（320ごろ〜550ごろ）

（在位376ごろ〜415ごろ）

（ 5世紀ごろ）

仙人の娘シャクンタラーと王
の波

は
瀾
らん
万
ばん
丈
じょう
の恋を描く。

数字，十進法，ゼロの概
がい
念
ねん
な

どは，のちにイスラーム世界を
通じてヨーロッパに伝えられ，
近代数学の基礎となった。

5〜12世紀まで栄えた学問寺。
現在，パトナの南東に仏教遺跡
として残っている。

アジャンター石
せっ

窟
くつ

寺院　この地の仏教石窟寺
院群は紀元前後から建てられたが，大規

き
模
ぼ
なものの

多くは 4～ 6世紀に造
ぞう
営
えい
された。

グプタ様式の仏像　目を半ば
閉じた優

ゆう
美
び
で気

き
品
ひん
のある顔や，薄

い衣を着た体の表現が特徴的であ
る。

カナウジ

マトゥラー

パータリプトラ ナーランダー

アジャンター
エローラ

0 1000km

アラビア海

イ
ン 
ダ  
ス   
川    

ガ
ン 
ジ  
ス   
川    

ベンガル湾

グプタ朝の最大領域（5世紀はじめ）
ヴァルダナ朝の最大領域（7世紀前半）

グプタ朝とヴァルダナ朝の領域
図 p.67, 161

アジャンター石窟寺院の壁
へき

画
が

（ 6世紀）　
第 1窟にある観

かん
音
のん
菩
ぼ
薩
さつ
の壁

へき
画
が
。グプタ様式の代

表作である。　　　法
ほう
隆
りゅう
寺
じ
金
こん
堂
どう
の壁

へき
画
が
と比較し

てみよう。似ているところはあるだろうか。

法
ほう

隆
りゅう

寺
じ

金
こん

堂
どう

の壁画（ 7世紀ご
ろ）　阿

あ
弥
み
陀
だ
浄
じょう
土
ど
図
ず
に描かれた観

かん

音
のん
菩
ぼ
薩
さつ
像
ぞう
。
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海の道の形成と東南アジア1東南アジア地域において，
国家はどのように形成さ
れたのだろうか。

東南アジアの
地理と気候条件

東南アジアはユーラシア大陸東南部に位置し，高温多
た

湿
しつ
の熱

ねっ
帯
たい
から亜熱帯に属している。夏にはインド洋か

ら，冬には南シナ海から吹く二つの季節風がもたらす潤
じゅん
沢
たく
な雨量と，熱帯の

豊富な熱量にめぐまれた地域である。東南アジアは大きく大陸部と島
とう
嶼
しょ
部に

分かれる。大陸部北部の山地は，森林にめぐまれた照
しょう
葉
よう
樹
じゅ
林
りん
で，その南に位

置する平原には，稲
いな
作
さく
に適した熱帯サバナ地帯が広がる。島嶼部はおおむね

熱
ねっ
帯
たい
雨
う
林
りん
におおわれ，香

こう
辛
しん
料
りょう
などの国際商品を生みだした。

　東南アジアでは古くから水路による移動と交通が発達し，自然環境のちが

いをこえた人々の交流を容易にしてきた。大陸部の山地と平原は，イラワデ

ィ川，チャオプラヤ川，メコン川，紅
こう
河
が
（ホン川）などの大河

か
川
せん
の水系で結

ばれ，島嶼部の大小さまざまな島々，さらには島々と大陸は海で結ばれた。

この水路網
もう
は，東南アジアのまとまりを生む基

き
盤
ばん
となっただけでなく，南シ

ナ海とインド洋にまたがる国際的な海上交易路に接続して，東南アジアを地

球上の他地域と強く結んだ。こうした国際的な連関性のなかで，東南アジア

は世界の諸文明の影響を受けつつ，独自の文明を形成することとなる。

東南アジアの
基層文化

東南アジアには，前 1千年紀までに照葉樹林型の稲作

が伝わった。稲作の発展を基礎にして，べトナム北部

を中心に，ド
Dong Son

ンソン文化とよばれる金属器文化が成立した。ドンソン文化は，

中国からの影響も受けながら独特の青銅器を生みだし，前 3世紀から後 1世

紀ごろに最盛期を迎えた。

　稲作民の文化であるドンソン文化は川や海のルートを通じて，現在のタイ

東アジア，東南アジアの山地
や盆地で生まれた稲作。犂

すき
を使

わず鍬
くわ
や鋤

すき
で耕し，苗を田植え

し，小規
き
模
ぼ
な灌

かん
漑
がい
を用い，鎌

かま
を

使わない穂刈りを特色とする。
日本の弥

やよい
生時代の稲作もこれに

含まれる。

ジャワ海

マラッカ海峡

太　平　洋

インド洋

南シナ海

紅
河

ベン
ガ
ル
湾

ヤ
ワ
ディ
川

ー

ー

エ

川
ンィ
ウル
サ

ラ

川
ヤ
プ
オ
ャ
チ

メ
コ
ン
川

ア
ン
ダ
マ
ン
海

タ
イ
ラ
ン
ド
湾

海南島

ルソン島

ミンダナオ島

ニューギニア島

スラウェシ島
モルッカ諸島

ティモール島

ボルネオ島

ジャワ島

スマトラ島

マレ
ー
半
島

100° 110°

0°

10°

10°

20°

120° 130° 140°

北回帰線

0 1000km

東南アジアの地勢
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7 79 図版

1 秦
しん

漢
かん

帝国や匈
きょう

奴
ど

帝国はど
のようにして生まれ，ど
のような性格をもってい
たのだろうか。

古代帝国の誕生

ユーラシア東部
ユーラシア大陸は，その東の外

がい
縁
えん
に日本列島をはじめ

とする南北に連なる島
とう
弧
こ
をもち，太平洋と接する。一

方，沿海部から西に向かってすすむと，地勢はしだいに高くなり，パミール

高原に達する。標高の高いパミール高原やチベット高原，その東に広がるモ

ンゴル高原は，極度に乾
かん
燥
そう
していて，一部のオアシス地域を除けば，遊

ゆう
牧
ぼく
や

牧
ぼく
畜
ちく
の世界が広がる。これにつづく黄

こう
土
ど
高原や河

か
北
ほく
平原などの黄

こう
河
が
中流・下

流域は，比較的乾燥した畑作の世界で，遊牧世界の外縁部でもある。そうし

て，長
ちょう
江
こう
流域やその南，日本列島や台

たい
湾
わん
には，温

おん
暖
だん
湿
しつ
潤
じゅん
な稲
いな
作
さく
の世界が広が

っている。このように南北に典型的な農耕と遊牧の世界が存在し，東西に内

陸と海の世界が接しているのがユーラシア東部の特色である。

領域国家の形成
中国では東

とう
周
しゅう
の時代に入ると，天子の権

けん
威
い
は急速にお

とろえ，諸
しょ
侯
こう
が自立しはじめた。春

しゅん
秋
じゅう
時代（東周の前

半期）の中ごろには，南方の楚
そ
が大国化して北方の諸国の脅

きょう
威
い
となると，斉

せい

の桓
かん
公
こう
・晋
しん
の文
ぶん
公
こう
などの一部の有力な諸侯が覇

は
者
しゃ
（盟
めい
主
しゅ
）として活躍するよ

うになった。覇者たちは，周
しゅう
王を尊び異民族（夷

い
狄
てき
）の侵入を防ぐこと（尊

そん

王
のう
攘
じょう
夷
い
）を名目としながら，勢力の拡大をはかった。前403年，大国の晋は

趙
ちょう
・魏

ぎ
・韓
かん
の 3国に分

ぶん
裂
れつ
した。以降の東周時代の後半期を戦国時代という。

鉄製武器の登場とともに諸侯間の抗争は激化し，七つの強国（戦国の七
しち
雄
ゆう
）

が分
ぶん
立
りつ
する時代となった。 7国の諸侯は，富

ふ
国
こく
強
きょう
兵
へい
に努めて，それぞれ王と

称し，周王朝は有名無実となった。

　春秋時代末期に使われはじめた鉄製農具は，牛に犂
すき
（カラスキ）をひかせ

る新しい耕作技術（牛
ぎゅう
耕
こう
）とともに，前 4世紀ごろには華

か
北
ほく
一帯に普

ふ
及
きゅう
した。

　諸侯たちは，従来の氏
し
族
ぞく
制にとらわれず実力ある者を配下の官

かん
僚
りょう
に登用し

ていった。農業の発展にともない，農産物の流通や，塩・鉄などの生産や流

通に従事する商工業者も活躍をはじめ，諸侯の国都などは大都

市に成長した。諸侯や大商人が発行した青
せい
銅
どう
貨
か
幣
へい
は，物資の流

通を促進し，銅銭による納税もはじまった。

諸子百家の群像
春秋戦国時代の激動は，政治や社会のあ

り方をめぐる多彩な思想をよびおこし，

諸
しょ
子
し
百
ひゃっ
家
か
とよばれる思想家たちがあらわれた。

　春秋時代末期の魯
ろ
の思想家で，儒

じゅ
家
か
の祖

そ
となった孔

こう
子
し
は，家

族道徳（孝
こう
）の実行を重視し，為

い
政
せい
者
しゃ
にも仁

じん
徳
とく
をもって統治す

ることを求めた（徳
とく
治
ち
主義）。『論

ろん
語
ご
』は，孔子とその弟子の言

げん

（前770〜前403）

（前403〜前221）

（→p.84）

（前551ごろ〜前479）

のちの漢代にまとめられた
『戦

せん
国
ごく
策
さく
』にちなむ命名である。

孔子の教えを受けつぐ学者を
儒家といい，儒家の学問を儒

じゅ
学
がく

という。また儒学にもとづく主
義や政治思想を儒

じゅ
教
きょう
という。

ほぼ同時代の魯
ろ
国の年代記

『春秋』（孔
こう
子
し
が編集したとされ

る）にちなむ命名である。

東胡

月氏

呉

越

魯
宋

東周

匈奴

咸陽

邯鄲

薊

臨淄

門越虫
0 300km

函谷関

黄河

長江

燕

趙

魏
秦

斉

韓

楚

戦国の七雄
七雄の勢力範囲
長城

羌
洛邑

郢

オ
ル
ド
ス

渭水

戦国の七雄と主要都市
図 p.34, 82

戦国時代の青銅貨幣　①斉
せい
，

燕
えん
，趙

ちょう
などで使われた刀

とう
貨
か
。

18.4 cm。②鋤
すき
の形の布貨で韓

かん
・

魏
ぎ
・趙などで流通。 9 cm。③蟻

あり

の顔に似た楚
そ
の蟻

ぎ
鼻
び
銭
せん
。1.9 cm。

④諸国で広く流通し，のちの銅貨
の原型となった環

かん
銭
せん
。直径4.5 cm。

①

② ③

④

79

5

10

15

20

25

30

1 　古代帝国の誕生  ｜

変更が適切な体裁・記載（よ

り適切な写真への変更）

8 82 2
騎馬遊牧民の
社会

中央ユーラシアの草原地帯の人々は，羊
ひつじ
などを飼

し
養
よう
す

る牧
ぼく
畜
ちく
民で，前 4千年紀ころから，馬も飼養していた。

また，戦闘用や荷
に
運びでつかう車両を牽

けん
引
いん
させるために馬を調教する技術も，

前 2千年紀には開発された。やがて，馬の背に人間が乗る「騎
き
乗
じょう
」の技術が

開発されて，前 1千年紀の前半にはそれが草原地帯の人々の間に普
ふ
及
きゅう
してい

った。

　騎
き
馬
ば
遊
ゆう
牧
ぼく
民
みん
は都市や村落をつくらず，その住居は組み立て式のテントで，

家財道具も最小限におさえ，移動の便利さを最優先する生活を送っていた。

一方，装
そう
身
しん
具
ぐ
や馬具には，洗

せん
練
れん
された装飾をほどこした。圧倒的な機動力を

もつ騎馬遊牧民は，しばしば強力な軍団を組織し，草原地帯に点在する農村

や小都市の住民を保護下に置いた。東西をつらぬく草原地帯全体が騎馬遊牧

民の世界となると，人，もの，情報が東西を行き来した。このルートは，東

西交流の視点からは，草原の道とよばれる。

スキタイと匈奴
イラン系の騎馬遊牧民のス

Scythae

キタイは，前 6世紀ごろ黒
こっ

海
かい
北岸を中心に国家を建設して，農民やギリシア系の

都市民などを支配した。彼らはアケメネス朝ペルシア帝国の遠
えん
征
せい
軍を退ける

など，強
きょう
勢
せい
を誇った。

　草原地帯の東部では，前 5世紀ごろから騎馬遊牧民の活動が活発となり，

やがてモンゴル高原南部の匈
きょう
奴
ど
，天

てん
山
ざん
山脈北

ほく
麓
ろく
の烏

う
孫
そん
，甘

かん
粛
しゅく
方面の月

げっ
氏
し
など

にまとまっていった。匈奴は，前 2世紀には冒
ぼく
頓
とつ
単
ぜん
于
う
のもとで全盛期を迎え，

成立直後の漢
かん
の軍を大破して，漢に貢

こう
納
のう
を課し，月氏を追ってタリム盆地を

支配下に置いた。漢は匈奴に対して融
ゆう
和
わ
策をとったが，武

ぶ
帝
てい
の時代に武力で

匈奴を制圧して北に追いやり，タリム盆地の支配権も奪った。このため，匈

（→p.38）

（？〜前174）

（→p.81）

（→p.81）

騎馬のスキタイ戦士　騎馬
遊牧民は馬を乗りこなす術にたけ
ていた。これは，ウクライナ出土
の前 5世紀ごろの金製の櫛

くし
である。

0 1000km

高句麗

烏孫
匈　奴康居

（西域）

大宛

パルティア王国
大月氏

楽浪

洛陽

敦煌

長沙

南海

交趾

日南

長安

パータリプトラ

バクトラ
疏勒

咸陽
于門眞

酒泉
武威張

日本海

黄海
黄

長 江

河

太平洋ガ
ンジス川

アラビア海

カ
ス
ピ
海

イ
ンダ

ス
川

川

ア
ム

シ
ル
川

垓下

白登山
タリム盆地

パンジャーブ

パ
ミ
ー
ル

オルドス

玉門関

秦の領域
秦の長城
漢の領域
匈奴の最大領域
張騫の行路

秦
しん

・漢
かん

と西
せい

域
いき

　前
ぜん
漢
かん
の武

ぶ
帝
てい
が

派
は
遣
けん
した張

ちょう
騫
けん
（→p.83）がもたら

した西域の貴重な情報は，漢の西
方への進出を促

うなが
した。　　　　漢

の武帝によるシルクロード進出に
はどのような目的があったのか考
えてみよう。　図 p.79, 86
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9 114 地図 変更が適切な体裁・記載（表

記の統一）

海の道の形成と東南アジア1東南アジア地域において，
国家はどのように形成さ
れたのだろうか。

東南アジアの
地理と気候条件

東南アジアはユーラシア大陸東南部に位置し，高温多
た

湿
しつ
の熱

ねっ
帯
たい
から亜熱帯に属している。夏にはインド洋か

ら，冬には南シナ海から吹く二つの季節風がもたらす潤
じゅん
沢
たく
な雨量と，熱帯の

豊富な熱量にめぐまれた地域である。東南アジアは大きく大陸部と島
とう
嶼
しょ
部に

分かれる。大陸部北部の山地は，森林にめぐまれた照
しょう
葉
よう
樹
じゅ
林
りん
で，その南に位

置する平原には，稲
いな
作
さく
に適した熱帯サバナ地帯が広がる。島嶼部はおおむね

熱
ねっ
帯
たい
雨
う
林
りん
におおわれ，香

こう
辛
しん
料
りょう
などの国際商品を生みだした。

　東南アジアでは古くから水路による移動と交通が発達し，自然環境のちが

いをこえた人々の交流を容易にしてきた。大陸部の山地と平原は，エーヤワ

ディー川，チャオプラヤ川，メコン川，紅
こう
河
が
（ホン川）などの大河

か
川
せん
の水系

で結ばれ，島嶼部の大小さまざまな島々，さらには島々と大陸は海で結ばれ

た。この水路網
もう
は，東南アジアのまとまりを生む基

き
盤
ばん
となっただけでなく，

南シナ海とインド洋にまたがる国際的な海上交易路に接続して，東南アジア

を地球上の他地域と強く結んだ。こうした国際的な連関性のなかで，東南ア

ジアは世界の諸文明の影響を受けつつ，独自の文明を形成することとなる。

東南アジアの
基層文化

東南アジアには，前 1千年紀までに照葉樹林型の稲作

が伝わった。稲作の発展を基礎にして，べトナム北部

を中心に，ド
Dong Son

ンソン文化とよばれる金属器文化が成立した。ドンソン文化は，

中国からの影響も受けながら独特の青銅器を生みだし，前 3世紀から後 1世

紀ごろに最盛期を迎えた。

　稲作民の文化であるドンソン文化は川や海のルートを通じて，現在のタイ

東アジア，東南アジアの山地
や盆地で生まれた稲作。犂

すき
を使

わず鍬
くわ
や鋤
すき
で耕し，苗を田植え

し，小規
き
模
ぼ
な灌

かん
漑
がい
を用い，鎌

かま
を

使わない穂刈りを特色とする。
日本の弥

やよい
生時代の稲作もこれに

含まれる。

ジャワ海

マラッカ海峡
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ン
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海

タ
イ
ラ
ン
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シーア派王朝の
成立

暗
あん
殺
さつ
された第 4代正統カリフのアリーを支持していた

勢力は，シ
Shia

ーア派とよばれるようになった。その後シ

ーア派は，アリーの子孫だけに政治的指導権を認め，ウマイヤ朝やアッバー

ス朝に対して，あいついで反乱をおこした。789年に北アフリカの西
せい
端
たん
モロ

ッコに成立したイ
Idris

ドリース朝は，アリーの子孫が建国した最初のシーア派王

朝である。

　10世紀になると，シーア派の一部であるイスマーイール派がチュニジアで

ベルベル人を組織し，フ
Fatima

ァーティマ朝を建てた。この王朝の君主は，ムハン

マドの直系の子孫であることを主張してカリフを称し，アッバース朝カリフ

の権
けん
威
い
を完全に否定した。ファーティマ朝は，10世紀後半にエジプトを征

せい
服
ふく

して首都カ
Cairo

イロを建設し，シリアにも進出した。また，紅
こう
海
かい
経
けい
由
ゆ
の交易路を

おさえ，地中海とインド洋を結ぶ交易の主導権を握って，経済的にも繁
はん
栄
えい
し

た。この時代，ファーティマ朝と北アフリカ西部の支配権をめぐって争って

いた後ウマイヤ朝の君主も，ファーティマ朝に対抗してカリフを称するよう

になったため，イスラーム世界は 3人のカリフがならびたつ分
ぶん
裂
れつ
状態となっ

た。

　一方，西北イランに成立したブ
Buwayh

ワイフ朝は，946年にバグダードを占領した。

この王朝もシーア派であったが，アッバース朝カリフの権威は認め，王朝の

君主は大アミールとして，イラクとイランを統治した。この時代，イスラー

ム世界の東部では，金・銀が不足し，流通する貨
か
幣
へい
が少なくなっていた。ブ

ワイフ朝は，軍人に対し給与のかわりに一定地域の徴
ちょう
税
ぜい
権を与えるイ

iqta’

クター

制をはじめて実施した。

トルコ系
イスラーム王朝

シーア派とは異なり，ムハンマド以来のスンナ（慣
かん

行
こう
）を尊重し，正統カリフ，ウマイヤ朝，アッバース

朝とつづいたカリフを正統な指導者と認める立場をス
Sunna

ンナ派という。11世紀

前半に中央アジアとイランを支配したトルコ系のセ
Seljuq

ルジューク朝は，スンナ

派としてアッバース朝の権威を認める立場をとっていた。この王朝のトゥグ

（789〜985）

（909〜1171）

（932〜1062）

（1038〜1157）

アズハル・モスク（カイロ）　
ファーティマ朝は，カイロにアズ
ハル・モスクを建

こん
立
りゅう
し，現存する

世界最古の大学であるアズハル学
院を併

へい
設
せつ
した。この学院はシーア

派の学問の中心となり，全イスラ
ーム世界から学生を集め，そこで
学んだ学生は全イスラーム世界に
散って，シーア派の教義を広めて
いった。ファーティマ朝滅

めつ
亡
ぼう
後は，

スンナ派教学の中心となった。
モスクの外観にはどのよう

な特徴があるだろうか。

アリーを暗殺した勢力は，シ
ーア派のみならずカリフ政権と
も敵対し，ハワーリジュ派とよ
ばれた。

ファーティマとは，ムハンマ
ドの娘でアリーの妻，シーア派
第 3代イマーム（最高指導者）
フサインの母の名前である。フ
ァーティマ朝はアリーの子孫で
あることだけではなく，ファー
ティマを通してムハンマドの直
系の子孫であることを強調し，
ムハンマドの叔

お
父
じ
の子孫である

アッバース家を軽んじた（→p.58
系図）。

0 2000km

アラビア海

カ
 ス
  ピ
 海

黒  海

アラル海

地中海

コルドバ

ダマスカス バグダード
イスファハーン
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ベラサグン
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クーファ

コンスタンティノープル
756～1031

750～1258

932～1062

875～999

940ごろ～1132

909～1171

後ウマイヤ朝

ファーティマ朝

イフシード朝
935～969

イドリース朝
789～985

アッバース朝

ブワイフ朝

サーマーン朝

カラ・ハン朝

ビザンツ帝国チュニジア

10世紀前半のイスラーム世界　図 p.59, 115
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1 秦
しん

漢
かん

帝国や匈
きょう

奴
ど

帝国はど
のようにして生まれ，ど
のような性格をもってい
たのだろうか。

古代帝国の誕生

ユーラシア東部
ユーラシア大陸は，その東の外

がい
縁
えん
に日本列島をはじめ

とする南北に連なる島
とう
弧
こ
をもち，太平洋と接する。一

方，沿海部から西に向かってすすむと，地勢はしだいに高くなり，パミール

高原に達する。標高の高いパミール高原やチベット高原，その東に広がるモ

ンゴル高原は，極度に乾
かん
燥
そう
していて，一部のオアシス地域を除けば，遊

ゆう
牧
ぼく
や

牧
ぼく
畜
ちく
の世界が広がる。これにつづく黄

こう
土
ど
高原や河

か
北
ほく
平原などの黄

こう
河
が
中流・下

流域は，比較的乾燥した畑作の世界で，遊牧世界の外縁部でもある。そうし

て，長
ちょう
江
こう
流域やその南，日本列島や台

たい
湾
わん
には，温

おん
暖
だん
湿
しつ
潤
じゅん
な稲

いな
作
さく
の世界が広が

っている。このように南北に典型的な農耕と遊牧の世界が存在し，東西に内

陸と海の世界が接しているのがユーラシア東部の特色である。

領域国家の形成
中国では東

とう
周
しゅう
の時代に入ると，天子の権

けん
威
い
は急速にお

とろえ，諸
しょ
侯
こう
が自立しはじめた。春

しゅん
秋
じゅう
時代（東周の前

半期）の中ごろには，南方の楚
そ
が大国化して北方の諸国の脅

きょう
威
い
となると，斉

せい

の桓
かん
公
こう
・晋

しん
の文
ぶん
公
こう
などの一部の有力な諸侯が覇

は
者
しゃ
（盟
めい
主
しゅ
）として活躍するよ

うになった。覇者たちは，周
しゅう
王を尊び異民族（夷

い
狄
てき
）の侵入を防ぐこと（尊

そん

王
のう
攘
じょう
夷
い
）を名目としながら，勢力の拡大をはかった。前403年，大国の晋は

趙
ちょう
・魏

ぎ
・韓

かん
の 3国に分

ぶん
裂
れつ
した。以降の東周時代の後半期を戦国時代という。

鉄製武器の登場とともに諸侯間の抗争は激化し，七つの強国（戦国の七
しち
雄
ゆう
）

が分
ぶん
立
りつ
する時代となった。 7国の諸侯は，富

ふ
国
こく
強
きょう
兵
へい
に努めて，それぞれ王と

称し，周王朝は有名無実となった。

　春秋時代末期に使われはじめた鉄製農具は，牛に犂
すき
（カラスキ）をひかせ

る新しい耕作技術（牛
ぎゅう
耕
こう
）とともに，前 4世紀ごろには華

か
北
ほく
一帯に普

ふ
及
きゅう
した。

　諸侯たちは，従来の氏
し
族
ぞく
制にとらわれず実力ある者を配下の官

かん
僚
りょう
に登用し

ていった。農業の発展にともない，農産物の流通や，塩・鉄などの生産や流

通に従事する商工業者も活躍をはじめ，諸侯の国都などは大都

市に成長した。諸侯や大商人が発行した青
せい
銅
どう
貨
か
幣
へい
は，物資の流

通を促進し，銅銭による納税もはじまった。

諸子百家の群像
春秋戦国時代の激動は，政治や社会のあ

り方をめぐる多彩な思想をよびおこし，

諸
しょ
子
し
百
ひゃっ
家
か
とよばれる思想家たちがあらわれた。

　春秋時代末期の魯
ろ
の思想家で，儒

じゅ
家
か
の祖

そ
となった孔

こう
子
し
は，家

族道徳（孝
こう
）の実行を重視し，為

い
政
せい
者
しゃ
にも仁

じん
徳
とく
をもって統治す

ることを求めた（徳
とく
治
ち
主義）。『論

ろん
語
ご
』は，孔子とその弟子の言

げん

（前770〜前403）

（前403〜前221）

（→p.84）

（前551ごろ〜前479）

のちの漢代にまとめられた
『戦

せん
国
ごく
策
さく
』にちなむ命名である。

孔子の教えを受けつぐ学者を
儒家といい，儒家の学問を儒

じゅ
学
がく

という。また儒学にもとづく主
義や政治思想を儒

じゅ
教
きょう
という。

ほぼ同時代の魯
ろ
国の年代記

『春秋』（孔
こう
子
し
が編集したとされ

る）にちなむ命名である。

東胡

月氏

呉

越

魯
宋

東周

匈奴

咸陽

邯鄲

薊

臨淄

門越虫
0 300km

函谷関

黄河

長江

燕

趙

魏
秦

斉

韓

楚

戦国の七雄
七雄の勢力範囲
長城

羌
洛邑

郢

オ
ル
ド
ス

渭水

戦国の七雄と主要都市
図 p.34, 82

戦国時代の青銅貨幣　①斉
せい
，

燕
えん
，趙

ちょう
などで使われた刀

とう
貨
か
。

18.4 cm。②鋤
すき
の形の布貨で韓

かん
・

魏
ぎ
・趙などで流通。 9 cm。③蟻

あり

の顔に似た楚
そ
の蟻

ぎ
鼻
び
銭
せん
。1.9 cm。

④諸国で広く流通し，のちの銅貨
の原型となった環

かん
銭
せん
。直径4.5 cm。

①

② ③

④
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1 　古代帝国の誕生  ｜

騎馬遊牧民の
社会

中央ユーラシアの草原地帯の人々は，羊
ひつじ
などを飼

し
養
よう
す

る牧
ぼく
畜
ちく
民で，前 4千年紀ごろから，馬も飼養していた。

また，戦闘用や荷
に
運びでつかう車両を牽

けん
引
いん
させるために馬を調教する技術も，

前 2千年紀には開発された。やがて，馬の背に人間が乗る「騎
き
乗
じょう
」の技術が

開発されて，前 1千年紀の前半にはそれが草原地帯の人々の間に普
ふ
及
きゅう
してい

った。

　騎
き
馬
ば
遊
ゆう
牧
ぼく
民
みん
は都市や村落をつくらず，その住居は組み立て式のテントで，

家財道具も最小限におさえ，移動の便利さを最優先する生活を送っていた。

一方，装
そう
身
しん
具
ぐ
や馬具には，洗

せん
練
れん
された装飾をほどこした。圧倒的な機動力を

もつ騎馬遊牧民は，しばしば強力な軍団を組織し，草原地帯に点在する農村

や小都市の住民を保護下に置いた。東西をつらぬく草原地帯全体が騎馬遊牧

民の世界となると，人，もの，情報が東西を行き来した。このルートは，東

西交流の視点からは，草原の道とよばれる。

スキタイと匈奴
イラン系の騎馬遊牧民のス

Scythae

キタイは，前 6世紀ごろ黒
こっ

海
かい
北岸を中心に国家を建設して，農民やギリシア系の

都市民などを支配した。彼らはアケメネス朝ペルシア帝国の遠
えん
征
せい
軍を退ける

など，強
きょう
勢
せい
を誇った。

　草原地帯の東部では，前 5世紀ごろから騎馬遊牧民の活動が活発となり，

やがてモンゴル高原南部の匈
きょう
奴
ど
，天

てん
山
ざん
山脈北

ほく
麓
ろく
の烏

う
孫
そん
，甘

かん
粛
しゅく
方面の月

げっ
氏
し
など

にまとまっていった。匈奴は，前 2世紀には冒
ぼく
頓
とつ
単
ぜん
于
う
のもとで全盛期を迎え，

成立直後の漢
かん
の軍を大破して，漢に貢

こう
納
のう
を課し，月氏を追ってタリム盆地を

支配下に置いた。漢は匈奴に対して融
ゆう
和
わ
策をとったが，武

ぶ
帝
てい
の時代に武力で

匈奴を制圧して北に追いやり，タリム盆地の支配権も奪った。このため，匈

（→p.38）

（？〜前174）

（→p.81）

（→p.81）

騎馬のスキタイ戦士　騎馬
遊牧民は馬を乗りこなす術にたけ
ていた。これは，ウクライナ出土
の前 5世紀ごろの金製の櫛

くし
である。
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カ
ス
ピ
海

イ
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ス
川

川

ア
ム

シ
ル
川

垓下

白登山
タリム盆地

パンジャーブ

パ
ミ
ー
ル

オルドス

玉門関

秦の領域
秦の長城
漢の領域
匈奴の最大領域
張騫の行路

秦
しん

・漢
かん

と西
せい

域
いき

　前
ぜん
漢
かん
の武

ぶ
帝
てい
が

派
は
遣
けん
した張

ちょう
騫
けん
（→p.83）がもたら

した西域の貴重な情報は，漢の西
方への進出を促

うなが
した。　　　　漢

の武帝によるシルクロード進出に
はどのような目的があったのか考
えてみよう。　図 p.79, 86

82 ｜   第 5 章　東アジアと中央ユーラシア

5

10

15

20

25

30

5

10

15

20

シーア派王朝の
成立

暗
あん
殺
さつ
された第 4代正統カリフのアリーを支持していた

勢力は，シ
Shia

ーア派とよばれるようになった。その後シ

ーア派は，アリーの子孫だけに政治的指導権を認め，ウマイヤ朝やアッバー

ス朝に対して，あいついで反乱をおこした。789年に北アフリカの西
せい
端
たん
モロ

ッコに成立したイ
Idris

ドリース朝は，アリーの子孫が建国した最初のシーア派王

朝である。

　10世紀になると，シーア派の一部であるイスマーイール派がチュニジアで

ベルベル人を組織し，フ
Fatima

ァーティマ朝を建てた。この王朝の君主は，ムハン

マドの直系の子孫であることを主張してカリフを称し，アッバース朝カリフ

の権
けん
威
い
を完全に否定した。ファーティマ朝は，10世紀後半にエジプトを征

せい
服
ふく

して首都カ
Cairo

イロを建設し，シリアにも進出した。また，紅
こう
海
かい
経
けい
由
ゆ
の交易路を

おさえ，地中海とインド洋を結ぶ交易の主導権を握って，経済的にも繁
はん
栄
えい
し

た。この時代，ファーティマ朝と北アフリカ西部の支配権をめぐって争って

いた後ウマイヤ朝の君主も，ファーティマ朝に対抗してカリフを称するよう

になったため，イスラーム世界は 3人のカリフがならびたつ分
ぶん
裂
れつ
状態となっ

た。

　一方，西北イランに成立したブ
Buwayh

ワイフ朝は，946年にバグダードを占領した。

この王朝もシーア派であったが，アッバース朝カリフの権威は認め，王朝の

君主は大アミールとして，イラクとイランを統治した。この時代，イスラー

ム世界の東部では，金・銀が不足し，流通する貨
か
幣
へい
が少なくなっていた。ブ

ワイフ朝は，軍人に対し給与のかわりに一定地域の徴
ちょう
税
ぜい
権を与えるイ

iqta’

クター

制をはじめて実施した。

トルコ系
イスラーム王朝

シーア派とは異なり，ムハンマド以来のスンナ（慣
かん

行
こう
）を尊重し，正統カリフ，ウマイヤ朝，アッバース

朝とつづいたカリフを正統な指導者と認める立場をス
Sunna

ンナ派という。11世紀

前半に中央アジアとイランを支配したトルコ系のセ
Seljuq

ルジューク朝は，スンナ

派としてアッバース朝の権威を認める立場をとっていた。この王朝のトゥグ

（789〜985）

（909〜1171）

（932〜1062）

（1038〜1157）

アズハル・モスク（カイロ）　
ファーティマ朝は，カイロにアズ
ハル・モスクを建

こん
立
りゅう
し，現存する

世界最古の大学であるアズハル学
院を併

へい
設
せつ
した。この学院はシーア

派の学問の中心となり，全イスラ
ーム世界から学生を集め，そこで
学んだ学生は全イスラーム世界に
散って，シーア派の教義を広めて
いった。ファーティマ朝滅

めつ
亡
ぼう
後は，

スンナ派教学の中心となった。
モスクの外観にはどのよう

な特徴があるだろうか。

アリーを暗殺した勢力は，シ
ーア派のみならずカリフ政権と
も敵対し，ハワーリジュ派とよ
ばれた。

ファーティマとは，ムハンマ
ドの娘でアリーの妻，シーア派
第 3代イマーム（最高指導者）
フサインの母の名前である。フ
ァーティマ朝はアリーの子孫で
あることだけではなく，ファー
ティマを通してムハンマドの直
系の子孫であることを強調し，
ムハンマドの叔

お
父
じ
の子孫である

アッバース家を軽んじた（→p.58
系図）。
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10世紀中ごろ～1132

909～1171

後ウマイヤ朝
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935～969
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10世紀前半のイスラーム世界　図 p.59, 115

114 ｜   第 7 章　イスラーム世界の拡大と繁栄

5

10

15

20

25

5

10

15

20

25



別紙様式第 16 号別紙 図書の記号・番号 世探 701

4

番号 訂正箇所 原文 訂正文 訂　正　理　由
ページ 行

10 115 左地図

リ
Tughril Beg

ル・ベクは，1055年，バグダードに入城してブワイフ朝を追い，カリフか

らス
Sultan
ルタン（支配者）の称

しょう
号
ごう
を許されて，西アジア中心部を支配する初のト

ルコ系王朝をきずいた。セルジューク朝は，軍隊にはマムルークを採用した

が，官僚にはイラン人を採用してペルシア語を行政用語とした。また，領域

内の主要都市にマドラサ（学院）を設立してスンナ派の学問の振
しん
興
こう
に努めた

ほか，ブワイフ朝から受けついだイクター制を発展させた。さらにセルジュ

ーク朝は，ビザンツ帝国領であったアナトリアに進出し，この地をトルコ化・

イスラーム化していったが，このことはビザンツ帝国に危機感をいだかせ，

十字軍遠
えん
征
せい
のきっかけとなった。11世紀末になると，隆

りゅう
盛
せい
を誇ったセルジュ

ーク朝も，各地の軍団が自立して分裂し，十字軍に対抗する力を失った。

　セルジューク朝のホラズム総
そう
督
とく
が自立したホ

Khwarazm

ラズム朝は，12世紀半ばにセ

ルジューク朝が滅ぶと勢力を拡大し，中央アジアとイランを支配した。しか

（在位1038〜63）

（→p.96, 97）

（1077〜1220）

これ以降，スルタンはイスラ
ーム諸国の君主の称号として用
いられるようになる。現代でも，
オマーンやブルネイの君主は，
スルタンの称号を用いている。

ペルシア語は，この時代以降
のイランや中央アジア，そして
インドのイスラーム国家の公用
語として，またインド洋交易に
従事する商人の商業用語として
広く用いられた。

セルジューク朝のイラン人宰
さい

相
しょう
ニザーム・アルムルクは主要

都市にニザーミーヤ学院を設立
した。

アナトリアには，セルジュー
ク一族によってルーム・セルジ
ューク朝が成立した（→p.188）。

イスラームの分
ぶん
派
ぱ
であるシー

ア派は，もともとアリーの子孫をウンマの指導者と

認める政治的党派から出発した。そのような指導者

をシーア派ではイマームとよぶ。彼らは，アリーの

特定の子孫にのみ神の命令を解
かい
釈
しゃく
する特別な能力が

そなわっていると信じ，イマームの言
げん
行
こう
録にもとづ

いて独自の法学・神
しん
学
がく
体系を発展させたため，一つ

の宗派を形成するようになった。のちにシーア派の

主流となる十二イマーム派では，10世紀にイマーム

の血統がとだえたことから，その再
さい
臨
りん
のときまで法

学者（ファキーフ）がイマームの意図にもとづいて

信徒を指導するという考え方が生まれ，これが現代

のイラン・イスラーム共和国にみられる政治・宗教

体制につながっている。

　一方，スンナ派とは，正統カリフ，ウマイヤ朝，

アッバース朝とつづいた政権の正統性を認める現状

肯
こう
定
てい
派を母体とし，ウンマのなかで語り伝えられて

きた預
よ
言
げん
者
しゃ
のスンナ（慣行）にしたがって神の命令

を解釈しようとする立場をさす。彼らは，特定の人

物の判断にではなく，ウンマ全体の合意にこそ神の

意志があらわれると信じ，10世紀ごろまでにいくつ

かの法学派・神学派をつくりあげた。こうして形成

された，共同体の合意と団結を重視する人々の総体

がスンナ派である。

　シーア派とスンナ派の間には，長年にわたる対立

の歴史があり，それは現代においても一部の地域で

つづいているが，両者とも『クルアーン（コーラン）』

の教えにしたがうムスリムとしての立場は共通であ

り，多くの地域では平和裏
り
に共

きょう
存
ぞん
している。

シーア派とスンナ派
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11 166 1-2 　ビルマでは，11世紀中ごろにビルマ人がイラワデ

ィ川中流域にパ
Pagan

ガン王国を建てた。この王国は，雲
うん

南
なん
とベンガル湾を結ぶ交易で繁

はん
栄
えい
し，灌

かん
漑
がい
事業をお

こしてビルマ平原の農業開拓に成功した。パガン王

国は13世紀末以後，元
げん
軍の侵

しん
略
りゃく
とタイ系のシャン人

の南下によって衰
すい
退
たい
したが，南部のモン人はベンガ

ル湾沿岸にペ
Pegu

グーなどの港
こう
市
し
国家を建設し，ベンガ

ル湾交易を担
にな
った。

　このように，大陸部東南アジアでは，内陸国家が

内陸ルートを整備し，沿岸の港市国家を統合する努

力がすすめられ，しだいに現在の国家領域が形づく

られていった。また，このころから，ベトナムを除

いた大陸部東南アジアでは，上
じょう
座
ざ
部
ぶ
仏教の信仰と実

じっ
践
せん
を土台にもつ社会の形

成がはじまった。パガン王国は上座部仏教を積極的に保護し，パガンを中心

に多数の寺院を建
こん
立
りゅう
した。スリランカとビルマの間で上座部仏教教団の交流

がつづき，タイでもスコータイ王国が上座部仏教を保護した。

（1044〜1287）

同じものやことであっても，

それがどのような価値をもつかは地域や文化などの

ちがいに応じてさまざまである。現在の地球でも価

値観のちがいはみられるが，交通や通信の手段が未

発達であった過去において，そのちがいははるかに

大きかった。この地域や文化による価値観のちがい，

とくに，ものがもつ価値の差を利用して，大きな利

益を得るのが遠
えん
隔
かく
地
ち
交易である。しかし，当時の交

通条件では，遠い産地と消費地を直接結べず，中継

地が必要になる。

　一般に，その成り立ちから中継地には複数の価値

観をもった人々やものが集まる。中継地はそれらの

仲
ちゅう
介
かい
を使命としている。一つの価値観だけをもつわ

けにはいかない。一つの価値観が尊重される周囲の

地域とは異なり，さまざまな民族が共
きょう
存
ぞん
，共

きょう
生
せい
する

ために宗教や言語の相
そう
違
い
について寛

かん
容
よう
な文化がそだ

つ。

　こうした社会的，文化的に周囲からへだてられた

海の中継地を中心とする国家を港市国家とよぶ。港

市国家には，中継地として政治的に独立するだけで

なく，周囲の地域を支配することもあった。しかし，

その場合でも，中継地であり，政治的中心である港

市と周囲の地域との間には，社会的，文化的なへだ

たりが保たれた。13世紀ごろから18世紀まで東地中

海の交易を主
しゅ
宰
さい
し，西ヨーロッパと西アジアを結ぶ

中継地であったヴェネツィアを，港市国家の代表と

みることもできる。アジアでは，15世紀にインド洋

と南シナ海を結んだマラッカ王国，南シナ海と東シ

ナ海を結んだ琉
りゅう
球
きゅう
王国がその代表である。室

むろ
町
まち
時代

の堺
さかい
や博
はか
多
た
などの自治都市も，一種の港市国家とし

て理解できる。

　遠隔地交易の中継におもに依
い
拠
きょ
する港市国家の浮

ふ

沈
ちん
は，外の世界の動向に大きく左右される。17世紀

に航海技術が進歩し，交易品の産地と市場を直接結

ぶルートが開発されると，中継地の重要性は低下し，

港市国家は衰退に向かった。

（→p.132）

（→p.171）

港市国家とは何か

マレー半島

スマトラ島 ボルネオ島

ルソン島

ミンダナオ島

ジャワ島

モルッカ
諸島スラウェシ島

太　平　洋

イ

　
ン

　
ド

　
洋

南シナ海

ベン
ガ
ル
湾

ブルネイ

元

大越国

チャンパー王国
クメール王国

マジャパヒト王国

ペグー
スコータイ王国ペグー

サムドゥラ

0 1000km

14世紀前半の東南アジア
図 p.164, 168, 183

同じころ，スリランカでもチ
ョーラ朝の支配を打倒した現地
王朝の保護のもとで，上座部仏
教が大

だい
乗
じょう
仏教や密

みっ
教
きょう
に対する優

位を確立した。
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12 210 14

ェームズはスコットランド王でもあったので，両国は同君連合となった。王

は，王
おう
権
けん
神
しん
授
じゅ
説
せつ
を唱えて議会を軽視し，国教会との結びつきを強め，ピュー

リタンを圧
あっ
迫
ぱく
した。おりから国際商業の不

ふ
況
きょう
がはじまり，中産階級の不満も

高まった。つぎのチ
Charles Ⅰ

ャールズ1世に対して，議会は1628年に権
けん
利
り
請
せい
願
がん
を提出

して，議会の同意なく課税することや，国民を不当に拘
こう
束
そく
しないことなどを

王に求めた。しかし王は，議会軽視の政治をつづけた。

　1639年にスコットランドで反乱がおきると，チャールズ 1世は戦費調達の

ため議会を開いた。1640年から開催された議会では，国王の専
せん
制
せい
をおさえる

ための改革をすすめ，議
Parliamentarians

会派と王
Royalists

党派の対立が深まり，1642年に内乱がはじ

まった。当初は劣
れっ
勢
せい
であった議会派は，早期和平を唱える長

Presbyterians

老派と，徹
てっ
底
てい
抗

戦を主張する独
Independents

立派とに分かれた。独立派の指導者ク
Cromwell

ロムウェルは，鉄
てっ
騎
き
隊
たい

を中
ちゅう
核
かく
にして王党派軍をやぶり，急進的な水

Levellers

平派と結んで議会から長老派を

追放した。そして1649年には国王が処
しょ
刑
けい
され，共和政が樹立された。これが

ピューリタン革命といわれる内乱である。

　クロムウェルは水平派を弾
だん
圧
あつ
する一方，王党派の強いアイルランドと，長

老派の本
ほん
拠
きょ
地
ち
であったスコットランドを征

せい
服
ふく
した。以後，アイルランドのカ

トリック住民は，イギリス人不在地
じ
主
ぬし
の支配に苦しむことになる。この間，

共和国はオランダの中継貿易に打
だ
撃
げき
を与えるため，1651年に航

Navigation Act

海法を定め，

オランダと戦った［第 1 次イギリス＝オランダ（英
えい
蘭
らん
）戦争］。クロムウェ

ルは，内外の難局に対処するため，1653年に護
ご
国
こく
卿
きょう
となって軍事独

どく
裁
さい
を強め

（→p.222）

（在位 1625〜49） Petition of Right（→p.110）

（1599〜1658）

（→p.110）

1642〜49

（→p.251コラム）

（1652〜54）

Lord Protector

イギリス生まれのラグビー

やサッカー，ゴルフの国際試合を見ると，日本代表

は日本チームである。これはあたり前のことである。

ところがイギリス代表は，イギリスではない。かわ

りにイングランドや，スコットランド，ウェールズ

などの名前が出てくる。これはなぜなのだろうか。

　日本でいうイギリスは，現在の正式名称では「グ

レートブリテンおよび北アイルランド連合王国」（略

して連合王国）という。イギリスは，複数の国から

構成されているのである。そもそも日本でいう「イ

ギリス」というよび方は，アングロ・サクソン系の

イングランド王国からきている。しかしイングラン

ド王国は，はじめからブリテン島全体を支配してい

たわけではなかった。ヘンリ 8世がローマ教会から

自立しようとしたころには，まだまだ小国でしかな

かった。そのイングラ

ンドが周辺のケルト系

のウェールズやスコッ

トランド，アイルラン

ドなどを併
へい
合
ごう
や征服す

ることによって，1801

年以来，現在の連合王

国になったのである。

　そのため，各地域の

独立意識は強く，現在

のスコットランド議会は中央政府から課税権と立法

権を認められている。しかし，17世紀にクロムウェ

ルによって征服されたカトリックのアイルランドで

は，独立問題に宗教や民族問題がからみ，深
しん
刻
こく
な紛

ふん

争
そう
がつづいた。

（→p.62）

（→p.251コラム）

イギリスは存在しない

王権は神から授
さず
かったもので，

地上の勢力はこれを束
そく
縛
ばく
するこ

とはできないとする考え方。

1640年 4 月に議会が開かれた
が 3週間で解散した（短期議会）。
11月に再開されたが，内乱がは
じまり，クロムウェルが解散す
る1653年までつづいた（長期議
会）。国政の改革という意味で，
1640年から1660年までを一つの
革命ととらえることもある。

スコットランドは，国教会の
儀式を強制されることに反発し
た。

フランス

ベルファスト 

エディンバラ 

ロンドン 

北 海

大 西 洋

マン島

北アイルランド

ウェールズ

スコットランド

イングランドエール
（アイルランド）

0 400km

グレートブリテンおよび
北アイルランド連合王国

イギリスとその植民地の輸入
品の運

うん
搬
ぱん
はイギリス船に限り，

ヨーロッパ諸国からの輸入はイ
ギリス船または産出国か最初の
積み出し国の船に限定した。重

じゅう

商
しょう
主義政策（→p.214）の一つで

あった。
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13 271 16

通商章
しょう
程
てい
や虎

こ
門
もん
寨
さい
追加条約などをイギリスと締結した。その後，清はイギリ

スとの諸条約を整理して，ほぼ同内容の条約をアメリカ合衆国（望
ぼう
厦
か
条約），

フランス（黄
こう
埔
ほ
条約）とも締結した。これらの条約により，清は英・米・仏

3国に片
へん
務
む
的な最

さい
恵
けい
国
こく
待
たい
遇
ぐう
とともに，治外法権および領事裁判権を与え，ま

た，一定の関
かん
税
ぜい
率を定めてからは，清が単独で税率を変更できないことにな

った（関税自主権の喪
そう
失
しつ
）。ただし，これらの条約は当時，不平等だとは意

識されず，周辺諸国との冊
さく
封
ほう
・朝

ちょう
貢
こう
関係も存続した。また，イギリスの対清

貿易も，イギリスが期待したほどには増大しなかった。

　1856年，アロー号事件を口実に，イギリスは広
こう
西
せい
での宣

せん
教
きょう
師
し
殺害事件で清

に抗議していたフランスとともに清と開戦した（アロー戦争，第 2次アヘン

戦争）。英仏軍は天
てん
津
しん
に迫って天津条約を締結したが，その批

ひ
准
じゅん
書交換に来

た英仏使
し
節
せつ
の入京を清軍が阻

そ
止
し
すると，ふたたび戦

せん
端
たん
が開かれた。英仏軍は

北
ペ キ ン

京に攻め入り，離
り
宮
きゅう
である円

えん
明
めい
園
えん
を略

りゃく
奪
だつ
し，清と北京条約を締結した。こ

れらの条約により，清は，外交使節の北京常駐，天津，漢
かん
口
こう
など11港の開港，

長江などの航行権，キリスト教の内地布
ふ
教
きょう
権，外国人の内地旅行権などを認

め，九
きゅう
竜
りゅう
半島の南部をイギリスに

割
かつ
譲
じょう
し，アヘン貿易も公認した。

この間，ロシアは清の苦
く
境
きょう
に乗

じょう
じ

て沿
えん
海
かい
州
しゅう
に領土を拡大した。

　1861年，清は北京に開設された，

英・仏・米・露の公使館との対応

窓口として，総
そう
理
り
各国事務衙

が
門
もん

（総理衙門）を設けたが，その組

織は高官が軍機処大臣などとの兼

任者で占められるなど，非公式で

臨時性の高い状態を示していた。

（1844）

（1844）

（1856〜60）

（1858）

（→p.198, 259写真） （1860）

（→p.288）
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治外法権は条約国民に清の司
法権が及ばないこと，領事裁判
権は条約国民に関する裁判を外
国領事が行うことをいう。

広州で米貿易に従事していた
イギリスが香港船籍だと主張す
るアロー号（船長はイギリス人）
の清人船員が海

かい
賊
ぞく
の容疑で逮捕

された際に，船にかかげていた
イギリス国旗が侮

ぶ
辱
じょく
されたこと

を口
こう
実
じつ
にした（実際には香港船

籍の期限は切れていた）。

アヘン戦争　1841年 1月，イ
ギリス軍艦に撃

げき
破
は
される清のジャ

ンク型軍船。イギリス軍艦のほぼ
半数が蒸気船であった。ただし，
この絵のなかで実際に大砲を用い
て中央の軍船を撃破しているのは，
右端の小型船である。なお，のち
に改変されて小型船が描かれてい
ない絵も存在する。

アロー戦争と太平天国
（→p.287）
図 p.195, 290

　アヘン戦争における清の
敗北は，日本を含む周辺諸
国に大きな衝

しょう
撃
げき
を与えた。

武力で条約締結をせまる姿
勢（砲艦外交）への警戒が
各地の攘

じょう
夷
い
論や海防論，軍

備強化論に結びついた。一
方で，中国で編

へん
纂
さん
された

『海
かい
国
こく
図
ず
志
し
』などの世界地

理書などが東アジア各地で
広く読まれるようになり，
近代国家建設への希

き
求
きゅう
にも

結びついた。

アヘン戦争の衝撃

ア
ヘ
ン
合
法
化

ア
ヘ
ン
戦
争

ア
ヘ
ン
の
国
内
生
産
化
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インド産アヘンの対清輸出額の推
移（加藤祐三『東アジアの近代』ほか）
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4　清における開発の限界と二つのアヘン戦争  ｜

変更が適切な体裁・記載（表

記の統一）

14 301 13 変更が適切な体裁・記載（よ

り適切な記述への変更）

15 305 地図

テ政権も平定された。

　革命は，1918年，オーストリア＝ハンガリー帝国でも

おこった。このうちハンガリーでは，1919年にソヴィエ

ト共和国が樹立されたが，トランシルヴァニアを確保しようとするルーマニ

ア軍の攻撃を受けてまもなく崩
ほう
壊
かい
した。一方，ポーランドは1920年春，旧領

土の回復をさけんでウクライナに侵入し，革命の輸出をはかるロシアとの間

で戦争（ソヴィエト＝ポーランド戦争）がおきた。

ヴェルサイユ体制
こうした不安定な政治情勢を背景に，1919年 1 月から

パリ講和会議が開かれたが，敗戦国は参加できず，ソ

ヴィエト政府も招かれなかった。この会議では，アメリカ合衆国大統領ウィ

ルソンが1918年 1 月に発表した十四か条の平和原則が基礎とされたが，戦勝

国が自国の利益を主張したため，国際連盟の設立以外はほとんど実現しなか

った。とくにフランスは，ドイツの弱体化をはかって，過
か
酷
こく
な講和条件をお

しつけた。そのため1919年 6 月に調
ちょう
印
いん
されたヴェルサイユ条約で，ドイツは

すべての植民地を失い，アルザス・ロレーヌのフランスへの返還やその他国

境地域の割
かつ
譲
じょう
，軍備の制限，ラインラントの非武装化，巨額の賠

ばい
償
しょう
金などが

課され，国内に強い不満と恨
うら
みを残した。ほかの同盟国も，連合国とそれぞ

れ個別に講和条約を結び，領土を縮小させられた。

　ヴェルサイユ条約と一連の諸条約によって成立したヨーロッパ中心の新し

い国際秩
ちつ
序
じょ
を，ヴェルサイユ体制という。その要

かなめ
となる国際連盟は，1920年

に成立し，本部はスイスのジュネーヴに置かれた。連盟は，史上初の本格的

な国際平和維持機構であったが，アメリカは孤立主義をとる議会（上院）の

反対で参加せず，ドイツとソヴィエト・ロシアは除外された。また，侵
しん
略
りゃく
に

対して有効な制裁手段をもたず，戦後の賠償や軍縮問題は連盟の外部で処理

（1920〜21）

（→p.302）

（→p.252，254コラム）

（→p.229）

第一次世界大戦後のヨーロ
ッパ　オーストリア=ハンガリ
ー帝国とロシア帝国は解体し，チ
ェコスロヴァキア，ハンガリー，
ユーゴスラヴィア（セルビア人・
クロアチア人・スロヴェニア人王
国），ポーランド，バルト 3国（エ
ストニア，ラトヴィア，リトアニ
ア），フィンランドが独立した。　
図 p.300, 326
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0 1000km

=

連合国と，オーストリアとの
間にサン・ジェルマン条約，ハ
ンガリーとの間にトリアノン条
約，ブルガリアとの間にヌイイ
条約，オスマン帝国との間にセ
ーヴル条約（→p.312）が結ばれた。
いずれも，パリ近郊の地名であ
る。

ドイツは，オーストリアとの
合併が禁止されたほか，ベルギ
ー・ポーランド・チェコスロヴ
ァキアに領土を割譲し，ヨーロ
ッパにおける領土の13％を失っ
た。兵力は陸軍10万人，海軍は
軍艦10万トンに制限され，空軍
などの保有が禁止された。

うち一部の地域では，住民投
票によって帰

き
属
ぞく
が決定された。

パリ講和会議に出席した各国の代表　前列左からオルランド（イ
タリア），ロイド・ジョージ（イギリス），クレマンソー（フランス），ウ
ィルソン（アメリカ）。
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2 　ヴェルサイユ体制と国際秩序の再編  ｜

変更が適切な体裁・記載（表

記の統一）

た。1916年のヴェルダン要
よう
塞
さい
攻
こう
防
ぼう
戦とソンムの会戦では，双方あわせて約70

万人の死者を出している。機関銃が威力を発
はっ
揮
き
し，毒ガス・戦車・飛行機な

どの新兵器も登場し，戦争の形態は大きく変化した。そのため，銃
じゅう
後
ご
の女性

や植民地の住民を含めた総力戦体制をきずくことが勝敗を決する鍵
かぎ
となった。

　同時にまた，はてしない消耗戦に国民の幻
げん
滅
めつ
と不満が高まると，各国はよ

り強力な戦争指導体制の構
こう
築
ちく
をせまられた。こうして，ドイツでは軍部独

どく
裁
さい

色が強まったのに対して，イギリスではロ
Lloyd George

イド・ジョージの戦時内
ない
閣
かく
が組織

され，フランスでは対独強硬論のクレマンソー内閣の成立をみた。しかし，

イギリスの海上封
ふう
鎖
さ
により物資の欠

けつ
乏
ぼう
に苦しんだドイツでは，1917年に戦争

継続に反対する社会民主党左派が独立社会民主党を結成し，大規
き
模
ぼ
なゼネス

トがおこり，挙
きょ
国
こく
一
いっ
致
ち
には亀裂がみられるようになった。

大戦下のアジアと
アフリカ

戦争が長期の総力戦となるなかで，英仏など連合国側

では，インドからの兵士約140万人をはじめとして，

300万人をこえるアジア・アフリカの人々が，兵士あるいは労働者として動

員され，大量の物資が植民地から徴
ちょう
発
はつ
された。

　アフリカでは，フランスがセネガルやアルジェリア，モロッコなどから人々

を大量に動員し，イギリスは1914年，戦争を機にエジプトを正式な保護国と

した。

　西アジアでは，イギリスがオスマン帝国の背後を攪
かく
乱
らん
するためにアラブ民

族運動を利用し，メッカの太
たい
守
しゅ
フ

Husayn

サインとの間にアラブ地域の独立を約束す

るフサイン・マクマホン協定を1915年に結んだ。しかし，イギリスにはそれ

を遵
じゅん
守
しゅ
する意思はなく，翌年にフランス，ロシアとの間でオスマン帝国の領

土を分割するサイクス・ピコ協定を秘
ひ
密
みつ
裏
り
に結び，1917年には外相バ

Balfour

ルフォ

アがユダヤ人の協力を得るため，アラブ人の住むパレスティナにユダヤ人の

民族的郷土を設定することを認めるバルフォア宣言を出した。イランは中立

を宣言したが，イギリスとロシアにより分割占領された。

　インドでは，イギリスが戦後の自治を約束して，戦争協力をとりつけた。

（在職1916〜22）

（在職1906〜09，17〜20）

（→p.280）

（1853ごろ〜1931）

（1848〜1930）

こうしたイギリスの対応が，
のちのパレスティナ問題の原因
となった。

兵器工場で働くイギリスの
女性たち　労働力不足を補うた
め，各国とも女性を工場などに動
員した。その経験は，一部の女性
に社会進出のきっかけを与えたが，
多くの女性は戦後帰

き
還
かん
した男性に

職場を譲ることになった。

第一次世界大戦に動員され
たインド人兵士　英仏は，植民
地の民衆を植民地での戦争に動員
しただけでなく，ヨーロッパの戦
線にも投入した。

機関銃と毒ガスの使用　毒
ガスを警戒してガスマスクをつけ
て機関銃をかまえる兵士たち。
1915年 4月にドイツ軍がはじめて
塩素ガスを使用した。

塹壕とタンク　西部戦線は，膠着して塹壕戦となった。塹壕
を突破するために，イギリス軍は，新兵器タンク（戦車）を登場
させた。

301

5

10

15

20

25

5

10

15

20

25

1 　第一次世界大戦  ｜

リ
Tughril Beg

ル・ベクは，1055年，バグダードに入城してブワイフ朝を追い，カリフか

らス
Sultan
ルタン（支配者）の称

しょう
号
ごう
を許されて，西アジア中心部を支配する初のト

ルコ系王朝をきずいた。セルジューク朝は，軍隊にはマムルークを採用した

が，官僚にはイラン人を採用してペルシア語を行政用語とした。また，領域

内の主要都市にマドラサ（学院）を設立してスンナ派の学問の振
しん
興
こう
に努めた

ほか，ブワイフ朝から受けついだイクター制を発展させた。さらにセルジュ

ーク朝は，ビザンツ帝国領であったアナトリアに進出し，この地をトルコ化・

イスラーム化していったが，このことはビザンツ帝国に危機感をいだかせ，

十字軍遠
えん
征
せい
のきっかけとなった。11世紀末になると，隆

りゅう
盛
せい
を誇ったセルジュ

ーク朝も，各地の軍団が自立して分裂し，十字軍に対抗する力を失った。

　セルジューク朝のホラズム総
そう
督
とく
が自立したホ

Khwarazm

ラズム朝は，12世紀半ばにセ

ルジューク朝が滅ぶと勢力を拡大し，中央アジアとイランを支配した。しか

（在位1038〜63）

（→p.96, 97）

（1077〜1220）

これ以降，スルタンはイスラ
ーム諸国の君主の称号として用
いられるようになる。現代でも，
オマーンやブルネイの君主は，
スルタンの称号を用いている。

ペルシア語は，この時代以降
のイランや中央アジア，そして
インドのイスラーム国家の公用
語として，またインド洋交易に
従事する商人の商業用語として
広く用いられた。

セルジューク朝のイラン人宰
さい

相
しょう
ニザーム・アルムルクは主要
都市にニザーミーヤ学院を設立
した。

アナトリアには，セルジュー
ク一族によってルーム・セルジ
ューク朝が成立した（→p.188）。

イスラームの分
ぶん
派
ぱ
であるシー

ア派は，もともとアリーの子孫をウンマの指導者と

認める政治的党派から出発した。そのような指導者

をシーア派ではイマームとよぶ。彼らは，アリーの

特定の子孫にのみ神の命令を解
かい
釈
しゃく
する特別な能力が

そなわっていると信じ，イマームの言
げん
行
こう
録にもとづ

いて独自の法学・神
しん
学
がく
体系を発展させたため，一つ

の宗派を形成するようになった。のちにシーア派の

主流となる十二イマーム派では，10世紀にイマーム

の血統がとだえたことから，その再
さい
臨
りん
のときまで法

学者（ファキーフ）がイマームの意図にもとづいて

信徒を指導するという考え方が生まれ，これが現代

のイラン・イスラーム共和国にみられる政治・宗教

体制につながっている。

　一方，スンナ派とは，正統カリフ，ウマイヤ朝，

アッバース朝とつづいた政権の正統性を認める現状

肯
こう
定
てい
派を母体とし，ウンマのなかで語り伝えられて

きた預
よ
言
げん
者
しゃ
のスンナ（慣行）にしたがって神の命令

を解釈しようとする立場をさす。彼らは，特定の人

物の判断にではなく，ウンマ全体の合意にこそ神の

意志があらわれると信じ，10世紀ごろまでにいくつ

かの法学派・神学派をつくりあげた。こうして形成

された，共同体の合意と団結を重視する人々の総体

がスンナ派である。

　シーア派とスンナ派の間には，長年にわたる対立

の歴史があり，それは現代においても一部の地域で

つづいているが，両者とも『クルアーン（コーラン）』

の教えにしたがうムスリムとしての立場は共通であ

り，多くの地域では平和裏
り
に共

きょう
存
ぞん
している。

シーア派とスンナ派
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　ビルマでは，11世紀中ごろにビルマ人がエーヤワ

ディー川中流域にパ
Pagan

ガン王国を建てた。この王国は，

雲
うん
南
なん
とベンガル湾を結ぶ交易で繁

はん
栄
えい
し，灌

かん
漑
がい
事業を

おこしてビルマ平原の農業開拓に成功した。パガン

王国は13世紀末以後，元
げん
軍の侵

しん
略
りゃく
とタイ系のシャン

人の南下によって衰
すい
退
たい
したが，南部のモン人はベン

ガル湾沿岸にペ
Pegu

グーなどの港
こう
市
し
国家を建設し，ベン

ガル湾交易を担
にな
った。

　このように，大陸部東南アジアでは，内陸国家が

内陸ルートを整備し，沿岸の港市国家を統合する努

力がすすめられ，しだいに現在の国家領域が形づく

られていった。また，このころから，ベトナムを除

いた大陸部東南アジアでは，上
じょう
座
ざ
部
ぶ
仏教の信仰と実

じっ
践
せん
を土台にもつ社会の形

成がはじまった。パガン王国は上座部仏教を積極的に保護し，パガンを中心

に多数の寺院を建
こん
立
りゅう
した。スリランカとビルマの間で上座部仏教教団の交流

がつづき，タイでもスコータイ王国が上座部仏教を保護した。

（1044〜1287）

同じものやことであっても，

それがどのような価値をもつかは地域や文化などの

ちがいに応じてさまざまである。現在の地球でも価

値観のちがいはみられるが，交通や通信の手段が未

発達であった過去において，そのちがいははるかに

大きかった。この地域や文化による価値観のちがい，

とくに，ものがもつ価値の差を利用して，大きな利

益を得るのが遠
えん
隔
かく
地
ち
交易である。しかし，当時の交

通条件では，遠い産地と消費地を直接結べず，中継

地が必要になる。

　一般に，その成り立ちから中継地には複数の価値

観をもった人々やものが集まる。中継地はそれらの

仲
ちゅう
介
かい
を使命としている。一つの価値観だけをもつわ

けにはいかない。一つの価値観が尊重される周囲の

地域とは異なり，さまざまな民族が共
きょう
存
ぞん
，共

きょう
生
せい
する

ために宗教や言語の相
そう
違
い
について寛

かん
容
よう
な文化がそだ

つ。

　こうした社会的，文化的に周囲からへだてられた

海の中継地を中心とする国家を港市国家とよぶ。港

市国家には，中継地として政治的に独立するだけで

なく，周囲の地域を支配することもあった。しかし，

その場合でも，中継地であり，政治的中心である港

市と周囲の地域との間には，社会的，文化的なへだ

たりが保たれた。13世紀ごろから18世紀まで東地中

海の交易を主
しゅ
宰
さい
し，西ヨーロッパと西アジアを結ぶ

中継地であったヴェネツィアを，港市国家の代表と

みることもできる。アジアでは，15世紀にインド洋

と南シナ海を結んだマラッカ王国，南シナ海と東シ

ナ海を結んだ琉
りゅう
球
きゅう
王国がその代表である。室

むろ
町
まち
時代

の堺
さかい
や博
はか
多
た
などの自治都市も，一種の港市国家とし

て理解できる。

　遠隔地交易の中継におもに依
い
拠
きょ
する港市国家の浮

ふ

沈
ちん
は，外の世界の動向に大きく左右される。17世紀

に航海技術が進歩し，交易品の産地と市場を直接結

ぶルートが開発されると，中継地の重要性は低下し，

港市国家は衰退に向かった。

（→p.132）

（→p.171）

港市国家とは何か
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イ

　
ン

　
ド

　
洋
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ベン
ガ
ル
湾

ブルネイ
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サムドゥラ

0 1000km

14世紀前半の東南アジア
図 p.164, 168, 183

同じころ，スリランカでもチ
ョーラ朝の支配を打倒した現地
王朝の保護のもとで，上座部仏
教が大

だい
乗
じょう
仏教や密

みっ
教
きょう
に対する優

位を確立した。
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ェームズはスコットランド王でもあったので，両国は同君連合となった。王

は，王
おう
権
けん
神
しん
授
じゅ
説
せつ
を唱えて議会を軽視し，国教会との結びつきを強め，ピュー

リタンを圧
あっ
迫
ぱく
した。おりから国際商業の不

ふ
況
きょう
がはじまり，中産階級の不満も

高まった。つぎのチ
Charles Ⅰ

ャールズ1世に対して，議会は1628年に権
けん
利
り
請
せい
願
がん
を提出

して，議会の同意なく課税することや，国民を不当に拘
こう
束
そく
しないことなどを

王に求めた。しかし王は，議会軽視の政治をつづけた。

　1639年にスコットランドで反乱がおきると，チャールズ 1世は戦費調達の

ため議会を開いた。1640年から開催された議会では，国王の専
せん
制
せい
をおさえる

ための改革をすすめ，議
Parliamentarians

会派と王
Royalists

党派の対立が深まり，1642年に内乱がはじ

まった。当初は劣
れっ
勢
せい
であった議会派は，早期和平を唱える長

Presbyterians

老派と，徹
てっ
底
てい
抗

戦を主張する独
Independents

立派とに分かれた。独立派の指導者ク
Cromwell

ロムウェルは，鉄
てっ
騎
き
隊
たい

を中
ちゅう
核
かく
にして王党派軍をやぶり，急進的な水

Levellers

平派と結んで議会から長老派を

追放した。そして1649年には国王が処
しょ
刑
けい
され，共和政が樹立された。これが

ピューリタン革命といわれる内乱である。

　クロムウェルは水平派を弾
だん
圧
あつ
する一方，王党派の強いアイルランドと，長

老派の本
ほん
拠
きょ
地
ち
であったスコットランドを征

せい
服
ふく
した。以後，アイルランドのカ

トリック住民は，イギリス人不在地
じ
主
ぬし
の支配に苦しむことになる。この間，

共和国はオランダの中継貿易に打
だ
撃
げき
を与えるため，1651年に航

Navigation Act

海法を定め，

オランダと戦った［第 1 次イギリス＝オランダ（英
えい
蘭
らん
）戦争］。クロムウェ

ルは，内外の難局に対処するため，1653年に護
ご
国
こく
卿
きょう
となって軍事独

どく
裁
さい
を強め

（→p.222）

（在位 1625〜49） Petition of Right（→p.110）

（1599〜1658）

（→p.110）

（1642〜49）

（→p.251コラム）

（1652〜54）

Lord Protector

イギリス生まれのラグビー

やサッカー，ゴルフの国際試合を見ると，日本代表

は日本チームである。これはあたり前のことである。

ところがイギリス代表は，イギリスではない。かわ

りにイングランドや，スコットランド，ウェールズ

などの名前が出てくる。これはなぜなのだろうか。

　日本でいうイギリスは，現在の正式名称では「グ

レートブリテンおよび北アイルランド連合王国」（略

して連合王国）という。イギリスは，複数の国から

構成されているのである。そもそも日本でいう「イ

ギリス」というよび方は，アングロ・サクソン系の

イングランド王国からきている。しかしイングラン

ド王国は，はじめからブリテン島全体を支配してい

たわけではなかった。ヘンリ 8世がローマ教会から

自立しようとしたころには，まだまだ小国でしかな

かった。そのイングラ

ンドが周辺のケルト系

のウェールズやスコッ

トランド，アイルラン

ドなどを併
へい
合
ごう
や征服す

ることによって，1801

年以来，現在の連合王

国になったのである。

　そのため，各地域の

独立意識は強く，現在

のスコットランド議会は中央政府から課税権と立法

権を認められている。しかし，17世紀にクロムウェ

ルによって征服されたカトリックのアイルランドで

は，独立問題に宗教や民族問題がからみ，深
しん
刻
こく
な紛

ふん

争
そう
がつづいた。

（→p.62）

（→p.251コラム）

イギリスは存在しない

王権は神から授
さず
かったもので，

地上の勢力はこれを束
そく
縛
ばく
するこ

とはできないとする考え方。

1640年 4 月に議会が開かれた
が 3週間で解散した（短期議会）。
11月に再開されたが，内乱がは
じまり，クロムウェルが解散す
る1653年までつづいた（長期議
会）。国政の改革という意味で，
1640年から1660年までを一つの
革命ととらえることもある。

スコットランドは，国教会の
儀式を強制されることに反発し
た。

フランス

ベルファスト 

エディンバラ 

ロンドン 

北 海

大 西 洋

マン島

北アイルランド

ウェールズ

スコットランド

イングランドエール
（アイルランド）

0 400km

グレートブリテンおよび
北アイルランド連合王国

イギリスとその植民地の輸入
品の運

うん
搬
ぱん
はイギリス船に限り，

ヨーロッパ諸国からの輸入はイ
ギリス船または産出国か最初の
積み出し国の船に限定した。重

じゅう

商
しょう
主義政策（→p.214）の一つで

あった。
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通商章
しょう
程
てい
や虎

こ
門
もん
寨
さい
追加条約などをイギリスと締結した。その後，清はイギリ

スとの諸条約を整理して，ほぼ同内容の条約をアメリカ合衆国（望
ぼう
厦
か
条約），

フランス（黄
こう
埔
ほ
条約）とも締結した。これらの条約により，清は英・米・仏

3国に片
へん
務
む
的な最

さい
恵
けい
国
こく
待
たい
遇
ぐう
とともに，治外法権および領事裁判権を与え，ま

た，一定の関
かん
税
ぜい
率を定めてからは，清が単独で税率を変更できないことにな

った（関税自主権の喪
そう
失
しつ
）。ただし，これらの条約は当時，不平等だとは意

識されず，周辺諸国との冊
さく
封
ほう
・朝

ちょう
貢
こう
関係も存続した。また，イギリスの対清

貿易も，イギリスが期待したほどには増大しなかった。

　1856年，アロー号事件を口実に，イギリスは広
こう
西
せい
での宣

せん
教
きょう
師
し
殺害事件で清

に抗議していたフランスとともに清と開戦した（アロー戦争，第 2次アヘン

戦争）。英仏軍は天
てん
津
しん
に迫って天津条約を締結したが，その批

ひ
准
じゅん
書交換に来

た英仏使
し
節
せつ
の入京を清軍が阻

そ
止
し
すると，ふたたび戦

せん
端
たん
が開かれた。英仏軍は

北
ペ キ ン

京に攻め入り，離
り
宮
きゅう
である円

えん
明
めい
園
えん
を略

りゃく
奪
だつ
し，清と北京条約を締結した。こ

れらの条約により，清は，外交使節の北京常駐，天津，漢
かん
口
こう
など11港の開港，

長江などの航行権，キリスト教の内地布
ふ
教
きょう
権，外国人の内地旅行権などを認

め，九
きゅう
龍
りゅう
半島の南部をイギリスに

割
かつ
譲
じょう
し，アヘン貿易も公認した。

この間，ロシアは清の苦
く
境
きょう
に乗

じょう
じ

て沿
えん
海
かい
州
しゅう
に領土を拡大した。

　1861年，清は北京に開設された，

英・仏・米・露の公使館との対応

窓口として，総
そう
理
り
各国事務衙

が
門
もん

（総理衙門）を設けたが，その組

織は高官が軍機処大臣などとの兼

任者で占められるなど，非公式で

臨時性の高い状態を示していた。

（1844）

（1844）

（1856〜60）

（1858）

（→p.198, 259写真） （1860）

（→p.288）
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安

台湾

治外法権は条約国民に清の司
法権が及ばないこと，領事裁判
権は条約国民に関する裁判を外
国領事が行うことをいう。

広州で米貿易に従事していた
イギリスが香港船籍だと主張す
るアロー号（船長はイギリス人）
の清人船員が海

かい
賊
ぞく
の容疑で逮捕

された際に，船にかかげていた
イギリス国旗が侮

ぶ
辱
じょく
されたこと

を口
こう
実
じつ
にした（実際には香港船

籍の期限は切れていた）。

アヘン戦争　1841年 1月，イ
ギリス軍艦に撃

げき
破
は
される清のジャ

ンク型軍船。イギリス軍艦のほぼ
半数が蒸気船であった。ただし，
この絵のなかで実際に大砲を用い
て中央の軍船を撃破しているのは，
右端の小型船である。なお，のち
に改変されて小型船が描かれてい
ない絵も存在する。

アロー戦争と太平天国
（→p.287）
図 p.195, 290

　アヘン戦争における清の
敗北は，日本を含む周辺諸
国に大きな衝

しょう
撃
げき
を与えた。

武力で条約締結をせまる姿
勢（砲艦外交）への警戒が
各地の攘

じょう
夷
い
論や海防論，軍

備強化論に結びついた。一
方で，中国で編

へん
纂
さん
された

『海
かい
国
こく
図
ず
志
し
』などの世界地

理書などが東アジア各地で
広く読まれるようになり，
近代国家建設への希

き
求
きゅう
にも

結びついた。

アヘン戦争の衝撃

ア
ヘ
ン
合
法
化

ア
ヘ
ン
戦
争

ア
ヘ
ン
の
国
内
生
産
化

（万ポンド）
1500

1000

500

0
1810 20 30 40 50 60 70 80 90

（年）

インド産アヘンの対清輸出額の推
移（加藤祐三『東アジアの近代』ほか）

271271

5

10

15

20

25

5

10

15

20

25

30

4　清における開発の限界と二つのアヘン戦争  ｜

た。1916年のヴェルダン要
よう
塞
さい
攻
こう
防
ぼう
戦とソンムの会戦では，双方あわせて約70

万人の死者を出している。機関銃が威力を発
はっ
揮
き
し，毒ガス・戦車・飛行機な

どの新兵器も登場し，戦争の形態は大きく変化した。そのため，銃
じゅう
後
ご
の女性

や植民地の住民を含めた総力戦体制をきずくことが勝敗を決する鍵
かぎ
となった。

　同時にまた，はてしない消耗戦に国民の幻
げん
滅
めつ
と不満が高まると，各国はよ

り強力な戦争指導体制の構
こう
築
ちく
をせまられた。こうして，ドイツでは軍部独

どく
裁
さい

色が強まったのに対して，イギリスではロ
Lloyd George

イド・ジョージの戦時内
ない
閣
かく
が組織

され，フランスでは対独強硬論のクレマンソー内閣の成立をみた。しかし，

イギリスの海上封
ふう
鎖
さ
により物資の欠

けつ
乏
ぼう
に苦しんだドイツでは，1917年に戦争

継続に反対する社会民主党左派が独立社会民主党を結成し，大規
き
模
ぼ
なゼネス

トがおこり，挙
きょ
国
こく
一
いっ
致
ち
には亀裂がみられるようになった。

大戦下のアジアと
アフリカ

戦争が長期の総力戦となるなかで，英仏など連合国側

では，インドからの約140万人をはじめとして，300万

人をこえるアジア・アフリカの人々が，兵士あるいは労働者として動員され，

大量の物資が植民地から徴
ちょう
発
はつ
された。

　アフリカでは，フランスがセネガルやアルジェリア，モロッコなどから人々

を大量に動員し，イギリスは1914年，戦争を機にエジプトを正式な保護国と

した。

　西アジアでは，イギリスがオスマン帝国の背後を攪
かく
乱
らん
するためにアラブ民

族運動を利用し，メッカの太
たい
守
しゅ
フ

Husayn

サインとの間にアラブ地域の独立を約束す

るフサイン・マクマホン協定を1915年に結んだ。しかし，イギリスにはそれ

を遵
じゅん
守
しゅ
する意思はなく，翌年にフランス，ロシアとの間でオスマン帝国の領

土を分割するサイクス・ピコ協定を秘
ひ
密
みつ
裏
り
に結び，1917年には外相バ

Balfour

ルフォ

アがユダヤ人の協力を得るため，アラブ人の住むパレスティナにユダヤ人の

民族的郷土を設定することを認めるバルフォア宣言を出した。イランは中立

を宣言したが，イギリスとロシアにより分割占領された。

　インドでは，イギリスが戦後の自治を約束して，戦争協力をとりつけた。

（在職1916〜22）

（在職1906〜09，17〜20）

（→p.280）

（1853ごろ〜1931）

（1848〜1930）

こうしたイギリスの対応が，
のちのパレスティナ問題の原因
となった。

兵器工場で働くイギリスの
女性たち　労働力不足を補うた
め，各国とも女性を工場などに動
員した。その経験は，一部の女性
に社会進出のきっかけを与えたが，
多くの女性は戦後帰

き
還
かん
した男性に

職場を譲ることになった。

第一次世界大戦に動員され
たインド人兵士　英仏は，植民
地の民衆を植民地での戦争に動員
しただけでなく，ヨーロッパの戦
線にも投入した。

機関銃と毒ガスの使用　毒
ガスを警戒してガスマスクをつけ
て機関銃をかまえる兵士たち。
1915年 4月にドイツ軍がはじめて
塩素ガスを使用した。

塹壕とタンク　西部戦線は，膠着して塹壕戦となった。塹壕
を突破するために，イギリス軍は，新兵器タンク（戦車）を登場
させた。
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テ政権も平定された。

　革命は，1918年，オーストリア＝ハンガリー帝国でも

おこった。このうちハンガリーでは，1919年にソヴィエ

ト共和国が樹立されたが，トランシルヴァニアを確保しようとするルーマニ

ア軍の攻撃を受けてまもなく崩
ほう
壊
かい
した。一方，ポーランドは1920年春，旧領

土の回復をさけんでウクライナに侵入し，革命の輸出をはかるロシアとの間

で戦争（ソヴィエト＝ポーランド戦争）がおきた。

ヴェルサイユ体制
こうした不安定な政治情勢を背景に，1919年 1 月から

パリ講和会議が開かれたが，敗戦国は参加できず，ソ

ヴィエト政府も招かれなかった。この会議では，アメリカ合衆国大統領ウィ

ルソンが1918年 1 月に発表した十四か条の平和原則が基礎とされたが，戦勝

国が自国の利益を主張したため，国際連盟の設立以外はほとんど実現しなか

った。とくにフランスは，ドイツの弱体化をはかって，過
か
酷
こく
な講和条件をお

しつけた。そのため1919年 6 月に調
ちょう
印
いん
されたヴェルサイユ条約で，ドイツは

すべての植民地を失い，アルザス・ロレーヌのフランスへの返還やその他国

境地域の割
かつ
譲
じょう
，軍備の制限，ラインラントの非武装化，巨額の賠

ばい
償
しょう
金などが

課され，国内に強い不満と恨
うら
みを残した。ほかの同盟国も，連合国とそれぞ

れ個別に講和条約を結び，領土を縮小させられた。

　ヴェルサイユ条約と一連の諸条約によって成立したヨーロッパ中心の新し

い国際秩
ちつ
序
じょ
を，ヴェルサイユ体制という。その要

かなめ
となる国際連盟は，1920年

に成立し，本部はスイスのジュネーヴに置かれた。連盟は，史上初の本格的

な国際平和維持機構であったが，アメリカは孤立主義をとる議会（上院）の

反対で参加せず，ドイツとソヴィエト・ロシアは除外された。また，侵
しん
略
りゃく
に

対して有効な制裁手段をもたず，戦後の賠償や軍縮問題は連盟の外部で処理

（1920〜21）

（→p.302）

（→p.252，254コラム）

（→p.229）

第一次世界大戦後のヨーロ
ッパ　オーストリア=ハンガリ
ー帝国とロシア帝国は解体し，チ
ェコスロヴァキア，ハンガリー，
ユーゴスラヴィア（セルビア人・
クロアチア人・スロヴェニア人王
国），ポーランド，バルト 3国（エ
ストニア，ラトヴィア，リトアニ
ア），フィンランドが独立した。　
図 p.300, 326

一時ギリシア
占領

ルール
ザール
ラインラント
ロレーヌ
アルザス
南チロル
トリエステ
トランシルヴァニア
ベッサラビア
ポーランド回廊

旧ドイツ帝国,ロシア帝国,
オーストリア=ハンガリー
帝国の領域
新しい国境
おもな条約締結地
新しくできた国
軍備禁止区域

ドイツ
イギリス

スペイン

スイス オーストリアハンガリー
ルーマニア

トルコギリシア

アルバニア

ブルガリア
ユーゴスラヴィアイ

タ
リ
ア

リトアニア

ポーランド
チェコス

ヴァキアロ

ラトヴィアデンマーク

エストニア

フィンランド

フランス

オランダ
ベルギー

ノ
ル
ウ
ェ
ー

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン ソ

ヴ
ィ
エ
ト
連
邦

東プロ
イセン

メーメル

イスタンブル

ダンツィヒ

ヴェルサイユ

ローザンヌ
ジュネーヴ

ロカルノ

イズミル

フィウメ
ラパロ

パリ

ブレスト・リトフスク
ドイツ帝国 ロシア帝国

オーストリア=
ハンガリー帝国

0 1000km

連合国と，オーストリアとの
間にサン・ジェルマン条約，ハ
ンガリーとの間にトリアノン条
約，ブルガリアとの間にヌイイ
条約，オスマン帝国との間にセ
ーヴル条約（→p.312）が結ばれた。
いずれも，パリ近郊の地名であ
る。

ドイツは，オーストリアとの
合併が禁止されたほか，ベルギ
ー・ポーランド・チェコスロヴ
ァキアに領土を割譲し，ヨーロ
ッパにおける領土の13％を失っ
た。兵力は陸軍10万人，海軍は
軍艦10万トンに制限され，空軍
などの保有が禁止された。

うち一部の地域では，住民投
票によって帰

き
属
ぞく
が決定された。

パリ講和会議に出席した各国の代表　前列左からオルランド（イ
タリア），ロイド・ジョージ（イギリス），クレマンソー（フランス），ウ
ィルソン（アメリカ）。
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第一次世界大戦の結果は，
アジア各地の独立運動や
民族形成にどのような影
響を与えただろうか。

4 アジア·アフリカでの国家形成の動き

第一次世界大戦後
の民族運動

第一次世界大戦中，植民地は宗
そう
主
しゅ
国
こく
の戦争に兵力や物

資の供
きょう
給
きゅう
によって協力し，大きな犠

ぎ
牲
せい
を払ったが，戦

後それに対する十分な見返りを得ることはできなかった。パリ講
こう
和
わ
会議では，

民族自
じ
決
けつ
の原則がかかげられたものの，それはアジア·アフリカには適用さ

れなかった。そのため，各地で独立をめざす民族運動がさかんになった。

　民族運動を主導したのは，しばしば，欧米式の近代的教育を受けた官
かん
僚
りょう
，

軍人，弁護士，教師，医師，ジャーナリストなどであった。彼らは新しい政

治思想を唱えたり，あるいは民族の伝統を再評価したりすることで，ナショ

ナリズムや民族独立の理念を広めるとともに，組織的な政治運動の担
にな
い手と

なっていった。こうした運動は第一次世界大戦後には，農民をもまきこんだ，

幅広い階層を動員した大衆的運動に発展した。大戦中，欧米の勢力が戦争に

集中している間に成長をとげた民族資本家も，民族運動を支
し
援
えん
するようにな

った。また，コミンテルンの指導のもと，共産主義の理念による国家建設を

めざす運動もはじまり，既
き
存
そん
の民族運動と競

きょう
合
ごう
するようになった。

　アジア・北アフリカの各地では，20世紀はじめごろから，女性たちが雑誌

の刊行や団体の設立を通じて，女性を不公平にあつかう慣
かん
習
しゅう
や制度の改革，

女子教育の普
ふ
及
きゅう
，女性参政権などをうったえるようになっていた。第一次大

戦後にその活動はさらに拡大し，民族運動への参加もみられるようになった。

トルコ共和国と
イランの独立

列
れっ
強
きょう
の取り決めた大戦後の秩

ちつ
序
じょ
に挑

ちょう
戦
せん
し，その変更を

かちとったのはトルコであった。かつての大国，オス

マン帝国は大戦での敗北によって占領され，1920年のセーヴル条約によって

領土の分割が決定された。ギリシア軍は，この条約でオスマン帝国に認めら

れたアナトリア内陸部にも侵
しん
攻
こう
した。これよりさき，オスマン帝国軍人のム

ス
Mustafa Kemal

タファ・ケマル（ケマル・アタテュルク）は，アンカラでトルコ大国民議

会を開催して臨時政府を樹立し，アナトリアにトルコ人の国民国家建設をめ

ざした。ケマルは，1922年にギリシア軍を

やぶり，イズミルなどを回復するとともに，

スルタンを追放して，オスマン帝国を滅
めつ
亡
ぼう

させた。

　1923年に連合国とローザンヌ条約を締
てい
結
けつ

し，独立の確保に成功したムスタファ・ケ

マルはトルコ共和国を宣言し，自ら大統領

に就任した。スルタンにかわって統治権の

（→p.306）

（→p.304）

（→p.305）

（1881〜1938）

シリアはフランスの，イラク
とパレスティナはイギリスの委
任統治領とされた。アナトリア
は分割され，南東部はフランス
の，南西部はイタリアの勢力圏，
東部は独立アルメニア国家とさ
れ，イズミルとその周辺はギリ
シアに与えられた。

　現在のトルコ，シリア，
イラク，イランにまたがる
地域に住んでいたクルド人
は，いったんは大戦後のセ
ーヴル条約で自治領構想を
認められた。しかし，トル
コ共和国の建設によって，
この構想は無視され，クル
ド人はトルコ，シリア，イ
ラク，イランなどの国家の
なかに少数民族として取り
残されることになり，各国
内での民族問題が現在まで
つづいている。

クルド人

オスマン帝国の統合理念として，タンジマート
以降，宗教・民族を問わず平等なオスマン国民としてまとめるオスマ
ン主義が基本となったが，アブデュルハミト 2世の時代には，ムスリ
ムの統合と連帯をめざすパン・イスラーム主義が強調された。中央ア
ジアに起

き
源
げん
をもつトルコ人という民族意識は19世紀後半に生まれ，

1910年代にトルコ人を中心に置くトルコ民族主義が帝国の方針となっ
た。第一次大戦での敗北により，アラブ人や，ロシア（ソ連）支配下
のトルコ系ムスリムとの連帯の理想は放

ほう
棄
き
され，トルコ共和国はアナ

トリアを祖国とするトルコ民族主義をかかげた。

オスマン主義から
トルコ民族主義へ

ローザンヌ条約に先立ち，ト
ルコ·ギリシア住民交

こう
換
かん
協定が

結ばれ，イスタンブルを除くト
ルコ国内のギリシア正

せい
教
きょう
徒
と
とギ

リシア国内のムスリム住民との
交換が合意された。なお，オス
マン帝国領のアナトリアに住む
アルメニア人は，第一次大戦中
シリア方面に強制移住させられ，
その過程で多くが虐

ぎゃく
殺
さつ
された。
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や労働運動が抵抗の新たな形を生みだした。南アフリカでは，アフリカ民族

会議（ANC）が人種差別に反対し，アフリカ人の権利を要求する運動を展

開した。他方で，在外アフリカ系知識人によるアフリカ系諸民族の権利の回

復と連
れん
携
けい
をめざすパン・アフリカニズムの運動もはじまり，1919年にはアメ

リカ合衆国の黒人解放運動指導者のデ
Du Bois

ュボイスが，パリで第 1回パン・アフ

リカ会議を開催し，アフリカからも代表が参加した。

インドの独立運動
大戦中にインドに自治権を約束していたイギリスは，

1919年，インド統治法を制定して選挙で選ばれた議員

を含む中央·地方（州）の議会に一定の権限を与えた。しかし，総
そう
督
とく
には大

きな権限が残され，自治からは程遠いものであった。これに対して国民会議

派の指導者ガ
Gandhi

ンディーは，全インド・ムスリム連盟とともに，非暴力により

イギリス支配に抵抗する運動（非協力運動）を展開し，納税の拒否やイギリ

ス商品の排
はい
斥
せき
運動に民衆を動員した。しかし，運動が高

こう
揚
よう
してイギリス側と

の暴力的な衝
しょう
突
とつ
がおこると，運動は中止された。その後，ヒンドゥー教徒と

ムスリムの対立が深
しん
刻
こく
化した一方，国民会議派内では左派のネ

Nehru

ルーらが台頭

し，1925年にはインド共産党も結成された。

　イギリスは，1927年，インド統治法の改革を検討する委員会を任命した。

しかし，その委員にインド人が含まれなかったため，かえって反英運動は激

化した。国民会議派は，1929年のラホール大会でプ
Purna Swaraj

ールナ・スワラージ（完

全な独立）の方針を決定し，翌年から，ガンディーの指導のもと，「塩の行進」

を皮切りに大規
き
模
ぼ
な反英抵抗運動（不服

ふく
従
じゅう
運動）を展開した。第一次世界大

戦を契
けい
機
き
に成長した民族資本家の一部も，こうした運動を支

し
援
えん
した。

　イギリスは妥
だ
協
きょう
の道をさぐり，インド人の指導者たちを英印円

えん
卓
たく
会議に招

いたが，具体的な成果を得ることはできず，1935年には各州の自治をある程

度認める新インド統治法を制定した。その後，州議会選挙が実施されると，

多くの州で国民会議派が勝利して政権を担
にな
うことになった。

（1868〜1963）

（1869〜1984） （→p.284）

（1889〜1964）

塩の行進　ガンディーは，塩
の専
せん
売
ばい
制をイギリスによるインド

の支配と搾
さく
取
しゅ
のシンボルととらえ，

それらに対する抗議として塩をつ
くるため，海岸に向かう行進を
1930年にはじめた。

全インド・ムスリム連盟は，
イギリスの対オスマン帝国政策
によりカリフ制が存亡の危機に
あるとして，カリフ制擁

よう
護
ご
をか

かげ，反英運動を展開していた
（ヒラーファト運動）。

独立運動の高まりにそなえ，
1919年には，大戦中と同様に令
状なしでの逮捕・投

とう
獄
ごく
を可能に

するローラット法も制定された。
同年，アムリトサルでの抗議集
会にイギリス軍が発砲して多く
の犠

ぎ
牲
せい
者が出ると，イギリス支

配への反発がさらに高まった。

第二次世界大戦後には，この
運動の主導権はアフリカ現地の
人々に移った。

非暴力を絶対的な原則とし，
一切の服

ふく
従
じゅう
・協力を拒否するこ

とで不当な支配に抵抗する運動
のやり方を，ガンディーはサテ
ィヤーグラハ（真理の把

は
握
あく
）と

よんだ。この運動は，その後，
世界各地の抵抗運動に大きな影
響を与えた。

委員長の名前をとって，サイ
モン委員会と一般的によばれる。

全ての村は禁制品の塩を採取したり製造したりしましょう。姉妹たちは酒屋やアヘン窟
くつ
，

外国製綿
めん
布
ぷ
販売店を封

ふう
鎖
さ
しましょう。（中略）外国製綿布は燃やしましょう。ヒンドゥ

ー教徒は不可触民差別をやめましょう。ヒンドゥー教徒，ムスリム，シク教徒，ゾロア
スター教徒，キリスト教徒は皆，心をひとつにしましょう。（中略）学生は政府系の学
校や大学を退学し，政府の役人は辞職しましょう（中略）。そうしたとき，我々は，プ
ールナ・スワラージが我々の元に訪れるのを見ることになるでしょう。

ガンディーによる不服従運動のよびかけ　ガンディーは，1930年 4月，「塩の行進」の目的
地である海岸に到着したあと，不服

ふく
従
じゅう
運動への参加を広く民衆によびかけた。　　　　プールナ・

スワラージ（完全な独立）を達成するには，人々がどのような行動をとる必要があるとガンディー
は考えていたのだろうか。

1912年に南アフリカ原住民民
族会議として発

ほっ
足
そく
し，1920年代

に改称した。
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の東側陣営への対抗というよりも，ロシアに対抗する，中東欧を含むヨーロ

ッパの地域安全保障組織としての性格をもつようになり，NATOの東方へ

の拡大とともに，ヨーロッパ統合がすすむことになった。

ソ連の解体
ソ連では，1990年にゴルバチョフが憲法を改正して複

数政党制を導入し，自ら大統領として市
し
場
じょう
経済への移

行などの改革に着
ちゃく
手
しゅ
した。しかし保守派の抵抗も強く，またバルト 3国，カ

ザフ，モルダヴィア（現モルドヴァ），グルジア（現ジョージア）などの共

和国でソ連からの独立の動きがおこり，アゼルバイジャンなどカフカス地方

で民族対立が激化するなど，改革は困難に直面した。

　1991年，ロシア共和国の大統領となった改革派のエ
Yeltsin

リツィンが，ゴルバチ

ョフ体制を批判し，ロシアのソ連からの独立を主張した。エリツィンはソ連

共産党保守派によるクーデタを処理し，ソ連共産党の解散を強行した。ゴル

バチョフは実権を失い，ペレストロイカは完全に失敗に終わった。同年末，

ロシアやウクライナがソ連の消滅を宣言し，独立国家共同体（CIS）の創
そう
設
せつ

を求め，ほかの旧ソ連諸共和国も参加した。ここに，1922年の成立以来，現

代史に大きな影響を与えてきたソ連の歴史は幕
まく
をとじた。

天安門事件と
中国の孤立

1980年代にソ連や東欧など社会主義諸国で政治，経済

改革がすすむなか，中国は経済改革はすすめるものの，

政治改革は行わず，共産党一
いっ
党
とう
独
どく
裁
さい
を継続する姿勢をみせた。

　1980年代末の中国では，民主化抑
よく
圧
あつ
への不満やインフレによる生活苦が広

がり，89年には学生や青年労働者による民主化要求運動がおこった。鄧
とう
小
しょう
平
へい

は運動に同情的な趙
ちょう

紫
し

陽
よう

総
（Zhao Ziyang）

書記を解任して江
こう
沢
たく
民
みん
を後

こう
任
にん
とするとともに，人

（在職1991〜99）

（1919〜2005） （→p.376）

バルト 3 国は加盟していない。
また，ジョージア（グルジア）
は当初参加しなかったが，1993
年に加盟し，2009年に脱退した。

国際社会においては，ロシア
連邦が，国際連合安全保障理事
会常任理事国としての地位など，
ソ連の地位を継

けい
承
しょう

した。

前総書記の胡
こ

耀
よう

邦
ほう

(
（Hu Yaobang）
1915～89)

が1989年 4 月に死去すると，そ
の追

つい
悼
とう

から運動がはじまった。

ソ連の解体と民族紛
ふん

争
そう

（1993
年時点）　ソ連を構成していた15
の共和国は，それぞれ完全に独立
した国家となった。

演説するエリツィン大統領
（1991年 8 月，モスクワ）　ロシ
アは IMFなどからの融

ゆう
資
し
を受けて，

1992年から市場経済への移行にふ
みだした。しかし，それにともな
い，著

いちじる
しい経済の混乱に直面した。
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客観的事情の変更に伴い、誤

りとなった事実の記載

19 376 下図版
キャプ
ション

　イラン＝イラク戦争や湾
わん
岸
がん
戦争などによってアラブ諸国の分

ぶん
裂
れつ
が深まるなか，

占領下のパレスティナ人の抵抗運動（インティファーダ）を背景に，1993年

にPLOのア
Arafat

ラファト議長とイスラエルのラ
Rabin

ビン首相がパレスティナ暫
ざん
定
てい
自

治協定（オスロ合意）を結んだ。1994年にはPLO主導の自治政府が誕生し，

イスラエル軍の段階的撤
てっ
退
たい
も合意され，パレスティナ国家樹立への道が開か

れたが，聖地イェルサレムの帰
き
属
ぞく
問題をめぐり武力衝

しょう
突
とつ
が再発した。

　アフガニスタンでは，1989年にソ連軍が撤退したのち，96年にはイスラー

ム復
ふっ
興
こう
運動を推進するタリバンがアフガニスタンのほぼ全土を掌

しょう
握
あく
し，極

きょく
端
たん

なイスラーム化政策をすすめた。その結果，周辺国との緊張が高まるととも

に，中央アジア諸国にも反政府運動が波
は
及
きゅう
した。

東アジアでの対立の継続
と経済発展・民主化

東アジアでは，冷
れい
戦
せん
の終結でソ連の軍事力は後

こう

退
たい
したものの，朝鮮半島と中国の分断状態は継

続し，冷戦期の軍事安全保障面での対立が一定程度残された。一方，

A
アセアン
SEANを中心とした経済面などの地域協力が，日中韓を含みながら進行した。

　中国では，鄧
とう
小
しょう
平
へい
の「南

なん
巡
じゅん
講
こう
話
わ
」にもとづいて1992年に改革・開放政策が

再開され（社会主義市場経済），年率10％前後の経済成長をつづけた。中国

は安
あん
価
か
な労働力とインフラを提供する世界の生産拠

きょ
点
てん
となり（「世界の工場」），

国民の購買力がしだいに上昇して「世界の市
し
場
じょう
」ともなっていった。この過

程で1997年にはイギリスから香
ホン
港
コン
が，また99年にはポルトガルからマカオが

返還された。これらの地域には「一国二制度」が適用されている。国内では，

天
てん
安
あん
門
もん
事件後に成立した江

こう

沢
たく

民
みん

政
（Jiang Zemin）

権が「三つの代表」などで共産党の基
き
盤
ばん
を

拡大して一
いっ
党
とう
独
どく
裁
さい
を維持し，経済も発展したが，格差問題や環境問題，民族

問題が深
しん
刻
こく
化した。対外政策では，天安門事件以来の隣

りん
国
ごく
への積極政策を継

続し，韓国などとの国交正常化や，隣国との陸上の国境問題をおよそ解決し

た。その際には，主権や領土問題よりも経済を優先して，ASEANや上
シャン
海
ハイ
協

力機構を通じて東南アジアや中央アジア諸国との協力をすすめた。

　韓国の盧
ノ
泰
テ
愚
ウ
政権は，北朝鮮に対して融

ゆう
和
わ
政策をとった。両国は，1991年

に同時に国際連盟に加盟し，同年12月に行われた会談で，将来の統一をめざ

して平和共
きょう
存
ぞん
を確認するという合意書に調

ちょう
印
いん
した。韓国では，1993年に文民

政権の金
キム
泳
ヨン
三
サム
政権が成立し，つづく金

キム
大
デ
中
ジュン
政権は，2000年に停

てい
滞
たい
関係にあっ

た北朝鮮との南北首脳会談を実現した。台湾では，1996年に最初の総
そう
統
とう
選挙

が実施されて国民党の李
り
登
とう
輝
き
が総統に再任されたが，2000年には民進党の陳

ちん

水
すい
扁
へん
が

（Chen Shui-bian）
総統に当選し，平

へい
和
わ
裏
り
に政権交代が行われた。

東南アジア・南アジアの
経済発展と民主化

1990年代の東南アジアでは，経済発展にともな

って開発独裁の時代が終わり，民主国家の時代

（1929〜2004） （在職1992〜95）

（総書記1989〜2002）

（→p.368）

（在職1993〜98） （在職1998〜2003）（→p.368）

（→p.368）

（在職2000〜08）

（→p.359）

アメリカのパレスティナ問題
への対応は，イスラエルに寛

かん
容
よう

でパレスティナにきびしいとい
われ，ダブル・スタンダード（二
つの基準）という評価もあった。

天
てん
安
あん
門
もん
事件後，物価安定化や

西側諸国の経済制裁への対応，
そして国内の保守派の反対のた
めに改革・開放政策は抑

よく
制
せい
され

ていた。しかし，この南巡講話
で鄧小平がふたたび改革・開放
政策の意義を強調した。

パレスティナ暫定自治協定
（1993年）　アメリカのクリント
ン大統領（中央）の調

ちょう
停
てい
のもと，

ワシントンでアラファト議長（右）
とラビン首相（左）による調印式
が行われた。しかし，ラビンは
1995年に暗

あん
殺
さつ
された。

香港返還記念式典（1997年 6
月）　イギリスは，南

ナン
京
キン
条約（1842

年），北
ペ キ ン
京条約（1860年）をへて，

1898年には九
きゅう
竜
りゅう
半島北部と新

しん
界
かい
を

99年間租
そ
借
しゃく
することで香港を植民

地化していた（→p.290）。租借期
限の1997年に，割

かつ
譲
じょう
されていた香

港島と九竜半島南部を含めた全体
を中国に返還した。

ロシア，中国，カザフスタン，
キルギス，タジキスタンが1996
年に創

そう
設
せつ
した上海ファイブに，

ウズベキスタンが2001年に加わ
って設立された。2017年にはイ
ンドとパキスタンが加盟した。

政治的に対立していた中国と
台湾は経済を中心に関係を深め，
台湾から中国へも多くの投資が
なされるようになった。
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変更が適切な体裁・記載（表

記の統一）

第一次世界大戦の結果は，
アジア各地の独立運動や
民族形成にどのような影
響を与えただろうか。

4 アジア·アフリカでの国家形成の動き

第一次世界大戦後
の民族運動

第一次世界大戦中，植民地は宗
そう
主
しゅ
国
こく
の戦争に兵力や物

資の供
きょう
給
きゅう
によって協力し，大きな犠

ぎ
牲
せい
を払ったが，戦

後それに対する十分な見返りを得ることはできなかった。パリ講
こう
和
わ
会議では，

民族自
じ
決
けつ
の原則がかかげられたものの，それはアジア·アフリカには適用さ

れなかった。そのため，各地で独立をめざす民族運動がさかんになった。

　民族運動を主導したのは，しばしば，欧米式の近代的教育を受けた官
かん
僚
りょう
，

軍人，弁護士，教師，医師，ジャーナリストなどであった。彼らは新しい政

治思想を唱えたり，あるいは民族の伝統を再評価したりすることで，ナショ

ナリズムや民族独立の理念を広めるとともに，組織的な政治運動の担
にな
い手と

なっていった。こうした運動は第一次世界大戦後には，農民をもまきこんだ，

幅広い階層を動員した大衆的運動に発展した。大戦中，欧米の勢力が戦争に

集中している間に成長をとげた民族資本家も，民族運動を支
し
援
えん
するようにな

った。また，コミンテルンの指導のもと，共産主義の理念による国家建設を

めざす運動もはじまり，既
き
存
そん
の民族運動と競

きょう
合
ごう
するようになった。

　アジア・北アフリカの各地では，20世紀はじめごろから，女性たちが雑誌

の刊行や団体の設立を通じて，女性を不公平にあつかう慣
かん
習
しゅう
や制度の改革，

女子教育の普
ふ
及
きゅう
，女性参政権などをうったえるようになっていた。第一次大

戦後にその活動はさらに拡大し，民族運動への参加もみられるようになった。

トルコ共和国と
イランの独立

列
れっ
強
きょう
の取り決めた大戦後の秩

ちつ
序
じょ
に挑

ちょう
戦
せん
し，その変更を

かちとったのはトルコであった。かつての大国，オス

マン帝国は大戦での敗北によって占領され，1920年のセーヴル条約によって

領土の分割が決定された。ギリシア軍は，この条約でオスマン帝国に認めら

れたアナトリア内陸部にも侵
しん
攻
こう
した。これよりさき，オスマン帝国軍人のム

ス
Mustafa Kemal

タファ・ケマル（ケマル・アタテュルク）は，アンカラでトルコ大国民議

会を開催して臨時政府を樹立し，アナトリアにトルコ人の国民国家建設をめ

ざした。ケマルは，1922年にギリシア軍を

やぶり，イズミルなどを回復するとともに，

スルタンを追放して，オスマン帝国を滅
めつ
亡
ぼう

させた。

　1923年に連合国とローザンヌ条約を締
てい
結
けつ

し，独立の確保に成功したムスタファ・ケ

マルはトルコ共和国を宣言し，自ら大統領

に就任した。スルタンにかわって統治権の

（→p.306）

（→p.304）

（→p.305）

（1881〜1938）

シリアはフランスの，イラク
とパレスティナはイギリスの委
任統治領とされた。アナトリア
は分割され，南東部はフランス
の，南西部はイタリアの勢力圏，
東部は独立アルメニア国家とさ
れ，イズミルとその周辺はギリ
シアに与えられた。

　現在のトルコ，シリア，
イラク，イランにまたがる
地域に住んでいたクルド人
は，いったんは大戦後のセ
ーヴル条約で自治領構想を
認められた。しかし，トル
コ共和国の建設によって，
この構想は無視され，クル
ド人はトルコ，シリア，イ
ラク，イランなどの国家の
なかに少数民族として取り
残されることになり，各国
内での民族問題が現在まで
つづいている。

クルド人

オスマン帝国の統合理念として，タンジマート
以降，宗教・民族を問わず平等なオスマン国民としてまとめるオスマ
ン主義が基本となったが，アブデュルハミト 2世の時代には，ムスリ
ムの統合と連帯をめざすパン・イスラーム主義が強調された。中央ア
ジアに起

き
源
げん
をもつトルコ人という民族意識は19世紀後半に生まれ，

1910年代にトルコ人を中心に置くトルコ民族主義が帝国の方針となっ
た。第一次大戦での敗北により，アラブ人や，ロシア（ソ連）支配下
のトルコ系ムスリムとの連帯の理想は放

ほう
棄
き
され，トルコ共和国はアナ

トリアを祖国とするトルコ民族主義をかかげた。

オスマン主義から
トルコ民族主義へ

ローザンヌ条約に先立ち，ト
ルコ゠ギリシア住民交

こう
換
かん
協定が

結ばれ，イスタンブルを除くト
ルコ国内のギリシア正

せい
教
きょう
徒
と
とギ

リシア国内のムスリム住民との
交換が合意された。なお，オス
マン帝国領のアナトリアに住む
アルメニア人は，第一次大戦中
シリア方面に強制移住させられ，
その過程で多くが虐

ぎゃく
殺
さつ
された。
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や労働運動が抵抗の新たな形を生みだした。南アフリカでは，アフリカ民族

会議（ANC）が人種差別に反対し，アフリカ人の権利を要求する運動を展

開した。他方で，在外アフリカ系知識人によるアフリカ系諸民族の権利の回

復と連
れん
携
けい
をめざすパン・アフリカニズムの運動もはじまり，1919年にはアメ

リカ合衆国の黒人解放運動指導者のデ
Du Bois

ュボイスが，パリで第 1回パン・アフ

リカ会議を開催し，アフリカからも代表が参加した。

インドの独立運動
大戦中にインドに自治権を約束していたイギリスは，

1919年，インド統治法を制定して選挙で選ばれた議員

を含む中央·地方（州）の議会に一定の権限を与えた。しかし，総
そう
督
とく
には大

きな権限が残され，自治からは程遠いものであった。これに対して国民会議

派の指導者ガ
Gandhi

ンディーは，全インド・ムスリム連盟とともに，非暴力により

イギリス支配に抵抗する運動（非協力運動）を展開し，納税の拒否やイギリ

ス商品の排
はい
斥
せき
運動に民衆を動員した。しかし，運動が高

こう
揚
よう
してイギリス側と

の暴力的な衝
しょう
突
とつ
がおこると，運動は中止された。その後，ヒンドゥー教徒と

ムスリムの対立が深
しん
刻
こく
化した一方，国民会議派内では左派のネ

Nehru

ルーらが台頭

し，1925年にはインド共産党も結成された。

　イギリスは，1927年，インド統治法の改革を検討する委員会を任命した。

しかし，その委員にインド人が含まれなかったため，かえって反英運動は激

化した。国民会議派は，1929年のラホール大会でプ
Purna Swaraj

ールナ・スワラージ（完

全な独立）の方針を決定し，翌年から，ガンディーの指導のもと，「塩の行進」

を皮切りに大規
き
模
ぼ
な反英抵抗運動（不服

ふく
従
じゅう
運動）を展開した。第一次世界大

戦を契
けい
機
き
に成長した民族資本家の一部も，こうした運動を支

し
援
えん
した。

　イギリスは妥
だ
協
きょう
の道をさぐり，インド人の指導者たちを英印円

えん
卓
たく
会議に招

いたが，具体的な成果を得ることはできず，1935年には各州の自治をある程

度認める新インド統治法を制定した。その後，州議会選挙が実施されると，

多くの州で国民会議派が勝利して政権を担
にな
うことになった。

（1868〜1963）

（1869〜1948） （→p.284）

（1889〜1964）

塩の行進　ガンディーは，塩
の専
せん
売
ばい
制をイギリスによるインド

の支配と搾
さく
取
しゅ
のシンボルととらえ，

それらに対する抗議として塩をつ
くるため，海岸に向かう行進を
1930年にはじめた。

全インド・ムスリム連盟は，
イギリスの対オスマン帝国政策
によりカリフ制が存亡の危機に
あるとして，カリフ制擁

よう
護
ご
をか

かげ，反英運動を展開していた
（ヒラーファト運動）。

独立運動の高まりにそなえ，
1919年には，大戦中と同様に令
状なしでの逮捕・投

とう
獄
ごく
を可能に

するローラット法も制定された。
同年，アムリトサルでの抗議集
会にイギリス軍が発砲して多く
の犠

ぎ
牲
せい
者が出ると，イギリス支

配への反発がさらに高まった。

第二次世界大戦後には，この
運動の主導権はアフリカ現地の
人々に移った。

非暴力を絶対的な原則とし，
一切の服

ふく
従
じゅう
・協力を拒否するこ

とで不当な支配に抵抗する運動
のやり方を，ガンディーはサテ
ィヤーグラハ（真理の把

は
握
あく
）と

よんだ。この運動は，その後，
世界各地の抵抗運動に大きな影
響を与えた。

委員長の名前をとって，サイ
モン委員会と一般的によばれる。

全ての村は禁制品の塩を採取したり製造したりしましょう。姉妹たちは酒屋やアヘン窟
くつ
，

外国製綿
めん
布
ぷ
販売店を封

ふう
鎖
さ
しましょう。（中略）外国製綿布は燃やしましょう。ヒンドゥ

ー教徒は不可触民差別をやめましょう。ヒンドゥー教徒，ムスリム，シク教徒，ゾロア
スター教徒，キリスト教徒は皆，心をひとつにしましょう。（中略）学生は政府系の学
校や大学を退学し，政府の役人は辞職しましょう（中略）。そうしたとき，我々は，プ
ールナ・スワラージが我々の元に訪れるのを見ることになるでしょう。

ガンディーによる不服従運動のよびかけ　ガンディーは，1930年 4月，「塩の行進」の目的
地である海岸に到着したあと，不服

ふく
従
じゅう
運動への参加を広く民衆によびかけた。　　　　プールナ・

スワラージ（完全な独立）を達成するには，人々がどのような行動をとる必要があるとガンディー
は考えていたのだろうか。

1912年に南アフリカ原住民民
族会議として発

ほっ
足
そく
し，1920年代

に改称した。
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の東側陣営への対抗というよりも，ロシアに対抗する，中東欧を含むヨーロ

ッパの地域安全保障組織としての性格をもつようになり，NATOの東方へ

の拡大とともに，ヨーロッパ統合がすすむことになった。

ソ連の解体
ソ連では，1990年にゴルバチョフが憲法を改正して複

数政党制を導入し，自ら大統領として市
し
場
じょう
経済への移

行などの改革に着
ちゃく
手
しゅ
した。しかし保守派の抵抗も強く，またバルト 3国，カ

ザフ，モルダヴィア（現モルドヴァ），グルジア（現ジョージア）などの共

和国でソ連からの独立の動きがおこり，アゼルバイジャンなどカフカス地方

で民族対立が激化するなど，改革は困難に直面した。

　1991年，ロシア共和国の大統領となった改革派のエ
Yeltsin

リツィンが，ゴルバチ

ョフ体制を批判し，ロシアのソ連からの独立を主張した。エリツィンはソ連

共産党保守派によるクーデタを処理し，ソ連共産党の解散を強行した。ゴル

バチョフは実権を失い，ペレストロイカは完全に失敗に終わった。同年末，

ロシアやウクライナがソ連の消滅を宣言し，独立国家共同体（CIS）の創
そう
設
せつ

を求め，ほかの旧ソ連諸共和国も参加した。ここに，1922年の成立以来，現

代史に大きな影響を与えてきたソ連の歴史は幕
まく
をとじた。

天安門事件と
中国の孤立

1980年代にソ連や東欧など社会主義諸国で政治，経済

改革がすすむなか，中国は経済改革はすすめるものの，

政治改革は行わず，共産党一
いっ
党
とう
独
どく
裁
さい
を継続する姿勢をみせた。

　1980年代末の中国では，民主化抑
よく
圧
あつ
への不満やインフレによる生活苦が広

がり，89年には学生や青年労働者による民主化要求運動がおこった。鄧
とう
小
しょう
平
へい

は運動に同情的な趙
ちょう

紫
し

陽
よう

総
（Zhao Ziyang）

書記を解任して江
こう
沢
たく
民
みん
を後

こう
任
にん
とするとともに，人

（在職1991〜99）

（1919〜2005） （→p.376）

バルト 3 国は加盟していない。
また，ジョージア（グルジア）
は当初参加しなかったが，1993
年に加盟し，2009年に脱退した。

国際社会においては，ロシア
連邦が，国際連合安全保障理事
会常任理事国としての地位など，
ソ連の地位を継

けい
承
しょう

した。

前総書記の胡
こ

耀
よう

邦
ほう

(
（Hu Yaobang）
1915～89)

が1989年 4 月に死去すると，そ
の追

つい
悼
とう

から運動がはじまった。

ソ連の解体と民族紛
ふん

争
そう

（1993
年時点）　ソ連を構成していた15
の共和国は，それぞれ完全に独立
した国家となった。

演説するエリツィン大統領
（1991年 8 月，モスクワ）　ロシ
アは IMFなどからの融

ゆう
資
し
を受けて，

1992年から市場経済への移行にふ
みだした。しかし，それにともな
い，著

いちじる
しい経済の混乱に直面した。

リガ タリン
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サンクトペテルブルク
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カ
ル湖

ル
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ガ
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カ
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オ
ビ
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　イラン＝イラク戦争や湾
わん
岸
がん
戦争などによってアラブ諸国の分

ぶん
裂
れつ
が深まるなか，

占領下のパレスティナ人の抵抗運動（インティファーダ）を背景に，1993年

にPLOのア
Arafat

ラファト議長とイスラエルのラ
Rabin

ビン首相がパレスティナ暫
ざん
定
てい
自

治協定（オスロ合意）を結んだ。1994年にはPLO主導の自治政府が誕生し，

イスラエル軍の段階的撤
てっ
退
たい
も合意され，パレスティナ国家樹立への道が開か

れたが，聖地イェルサレムの帰
き
属
ぞく
問題をめぐり武力衝

しょう
突
とつ
が再発した。

　アフガニスタンでは，1989年にソ連軍が撤退したのち，96年にはイスラー

ム復
ふっ
興
こう
運動を推進するタリバンがアフガニスタンのほぼ全土を掌

しょう
握
あく
し，極

きょく
端
たん

なイスラーム化政策をすすめた。その結果，周辺国との緊張が高まるととも

に，中央アジア諸国にも反政府運動が波
は
及
きゅう
した。

東アジアでの対立の継続
と経済発展・民主化

東アジアでは，冷
れい
戦
せん
の終結でソ連の軍事力は後

こう

退
たい
したものの，朝鮮半島と中国の分断状態は継

続し，冷戦期の軍事安全保障面での対立が一定程度残された。一方，

A
アセアン
SEANを中心とした経済面などの地域協力が，日中韓を含みながら進行した。

　中国では，鄧
とう
小
しょう
平
へい
の「南

なん
巡
じゅん
講
こう
話
わ
」にもとづいて1992年に改革・開放政策が

再開され（社会主義市場経済），年率10％前後の経済成長をつづけた。中国

は安
あん
価
か
な労働力とインフラを提供する世界の生産拠

きょ
点
てん
となり（「世界の工場」），

国民の購買力がしだいに上昇して「世界の市
し
場
じょう
」ともなっていった。この過

程で1997年にはイギリスから香
ホン
港
コン
が，また99年にはポルトガルからマカオが

返還された。これらの地域には「一国二制度」が適用されている。国内では，

天
てん
安
あん
門
もん
事件後に成立した江

こう

沢
たく

民
みん

政
（Jiang Zemin）

権が「三つの代表」などで共産党の基
き
盤
ばん
を

拡大して一
いっ
党
とう
独
どく
裁
さい
を維持し，経済も発展したが，格差問題や環境問題，民族

問題が深
しん
刻
こく
化した。対外政策では，天安門事件以来の隣

りん
国
ごく
への積極政策を継

続し，韓国などとの国交正常化や，隣国との陸上の国境問題をおよそ解決し

た。その際には，主権や領土問題よりも経済を優先して，ASEANや上
シャン
海
ハイ
協

力機構を通じて東南アジアや中央アジア諸国との協力をすすめた。

　韓国の盧
ノ
泰
テ
愚
ウ
政権は，北朝鮮に対して融

ゆう
和
わ
政策をとった。両国は，1991年

に同時に国際連盟に加盟し，同年12月に行われた会談で，将来の統一をめざ

して平和共
きょう
存
ぞん
を確認するという合意書に調

ちょう
印
いん
した。韓国では，1993年に文民

政権の金
キム
泳
ヨン
三
サム
政権が成立し，つづく金

キム
大
デ
中
ジュン
政権は，2000年に停

てい
滞
たい
関係にあっ

た北朝鮮との南北首脳会談を実現した。台湾では，1996年に最初の総
そう
統
とう
選挙

が実施されて国民党の李
り
登
とう
輝
き
が総統に再任されたが，2000年には民進党の陳

ちん

水
すい
扁
へん
が

（Chen Shui-bian）
総統に当選し，平

へい
和
わ
裏
り
に政権交代が行われた。

東南アジア・南アジアの
経済発展と民主化

1990年代の東南アジアでは，経済発展にともな

って開発独裁の時代が終わり，民主国家の時代

（1929〜2004） （在職1992〜95）

（総書記1989〜2002）

（→p.368）

（在職1993〜98） （在職1998〜2003）（→p.368）

（→p.368）

（在職2000〜08）

（→p.359）

アメリカのパレスティナ問題
への対応は，イスラエルに寛

かん
容
よう

でパレスティナにきびしいとい
われ，ダブル・スタンダード（二
つの基準）という評価もあった。

天
てん
安
あん
門
もん
事件後，物価安定化や

西側諸国の経済制裁への対応，
そして国内の保守派の反対のた
めに改革・開放政策は抑

よく
制
せい
され

ていた。しかし，この南巡講話
で鄧小平がふたたび改革・開放
政策の意義を強調した。

パレスティナ暫定自治協定
（1993年）　アメリカのクリント
ン大統領（中央）の調

ちょう
停
てい
のもと，

ワシントンでアラファト議長（右）
とラビン首相（左）による調印式
が行われた。しかし，ラビンは
1995年に暗

あん
殺
さつ
された。

香港返還記念式典（1997年 6
月）　イギリスは，南

ナン
京
キン
条約（1842

年），北
ペ キ ン
京条約（1860年）をへて，

1898年には九
きゅう
龍
りゅう
半島北部と新

しん
界
かい
を

99年間租
そ
借
しゃく
することで香港を植民

地化していた（→p.290）。租借期
限の1997年に，割

かつ
譲
じょう
されていた香

港島と九龍半島南部を含めた全体
を中国に返還した。

ロシア，中国，カザフスタン，
キルギス，タジキスタンが1996
年に創

そう
設
せつ
した上海ファイブに，

ウズベキスタンが2001年に加わ
って設立された。2017年にはイ
ンドとパキスタンが加盟した。

政治的に対立していた中国と
台湾は経済を中心に関係を深め，
台湾から中国へも多くの投資が
なされるようになった。
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主義をかかげて多くの地球規模の課題への取り組みから撤収し，TPP交渉

から離
り
脱
だつ
するなど，多角的な経済貿易枠

わく
組みからも一部撤

てっ
退
たい
した。これは，

アメリカが支えてきた秩
ちつ
序
じょ
から自ら距離を置くことを意味しており，また新

しん

興
こう
国の動向にも大きな影響をもたらすものと懸

け
念
ねん
されている。この点で，

2021年 1 月に成立した民主党のバイデン政権の去
きょ
就
しゅう
が注目を集めている。

ヨーロッパ統合と
地域統合問題

N
ナトー
ATO（北大西洋条約機構）の拡大ともあいまって，

EUは2004年から東欧にも拡大し，09年にはリスボン

条約が発効して政治的統合がいっそう強化された。しかし，これは各国の主

権の強い抑
よく
制
せい
を意味しており，各国内に反EUの風

ふう
潮
ちょう
を生みだした。イギリ

スでは，2016年にEUからの離脱を問う国民投票が実施されて，離脱賛成が

過半数を獲得し，2020年にイギリスはEUから離脱した。

　またEUは，金
きん
融
ゆう
財政面において通貨を統合しつつも，財政権は各国に残

したために，しばしば問題が生じた。1999年，為
か わ せ
替リスクの消滅や米ドルへ

の対抗のため，域内共通通貨ユーロがつくられ，発券銀行としてヨーロッパ

中央銀行がドイツに置かれた。2002年，ユーロ利用国は20か国前後にまで拡

大したが，2010年以降，ギリシアの財政問題などでユーロ危機がおこった。

　21世紀初頭には，他の地域でも地域統合や地域協力がすすめられたが，既
き

存
そん
の秩序が世界的に変

へん
容
よう
するなかで地域統合の方向性が今後も維持されてい

くかは，依
い
然
ぜん
難しい状況にある。アメリカの北米自由貿易協定（N

ナフタ
AFTA）は，

トランプ政権によりアメリカを生産拠
きょ
点
てん
とする方向で，新たな協定が2020年

に発効された。東アジアでも，A
アセアン
SEANを核とする経済や非伝統的安全保障

領域中心の地域統合が模
も
索
さく
され，2020年には地域的な包括的経済連

れん
携
けい
協定

（R
アールセップ
CEP）が締

てい
結
けつ
されるなど，自由貿易圏の形成がすすめられている。しかし，

そこには発展著
いちじる
しい中国の影響力に，

各国がどうかかわるかという課題があ

る。アフリカでは，2002年にアフリカ

統一機構（OAU）から発展したアフ

リ
African Union

カ連合（AU）が組織されたが，2020

年の新型コロナウイルス感染症拡大後

の経済をいかに発展させるかなど，多

くの課題に直面している。

イラク戦争と
「アラブの春」

21世紀に入ると，従来中東の人権や民主化を重視して

きたアメリカ合衆国は，しだいにその関与を減じる方

向へ向かった。9.11事件のあと，アメリカとイギリスは，イラクが大量破
は
壊
かい

兵器を保有し，国際テロ組織を支
し
援
えん
しているとして2003年にイラク戦争をお

（→p.351） （→p.373）

（1994） （→p.375）

 Regional Comprehensive Economic Partnership

（→p.357）

（→p.383）

（→p.383）

アメリカの交渉離脱後，TPP
は日本などが主導して，CPTPP
（TPP11）として2018年に11か
国で調印され，同年，発効した。

中東などからの難
なん
民
みん
や移民の

問題も，EU加盟国の社会問題
となり，各国でナショナリズム
が台頭した。

EUやNATOが東方に拡大
したことはロシアにとって脅

きょう
威
い

となった。2014年にウクライナ
でEU加盟支持派が政権を掌

しょう
握
あく

して，同国の東部住民がそれに
反発すると，ロシアはそれを利
用して，かつてロシア領であっ
たクリミアに派兵を行い，占領
した。さらに，2022年には東部
の親ロシア地域を独立国として
承認し，その住民保護を理由と
して，ウクライナ全土への大規
模な軍事侵攻を行った。

インドは最終段階でRCEPに
は加わらなかった。

1949

1952
1955
1982
1999

2004

2009

2017
2020

アメリカ，カナダ，イギ
リス，フランス，イタリ
ア，オランダ，ベルギー，
ルクセンブルク，ポルト
ガル，デンマーク，ノル
ウェー，アイスランドを
原加盟国として発

ほっ
足
そく

ギリシア，トルコが加盟
西ドイツが加盟
スペインが加盟
チェコ，ハンガリー，ポ
ーランドが加盟
エストニア，ラトヴィア，
リトアニア，スロヴァキ
ア，スロヴェニア，ブル
ガリア，ルーマニアが加
盟
アルバニア，クロアチア
が加盟
モンテネグロが加盟
北マケドニアが加盟

NATOの拡大　

ユーロ取引開始のボタンを
おすフランクフルト証券取引
所の関係者（1999年）
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き
魏（三国） 86, 94
魏（戦国） 79, 84
キエフ公国 127
機械打ち壊し運動
　→ラダイト 234
議会派 210
議会法 250
『幾何原本』 176
企業合同→トラスト 273
企業連合→カルテル 273
キケロ 49
気候変動枠組条約締約国会
議（COP） 380
騎士（中世） 125, 137, 204
騎士（ローマ） 46
基軸通貨 229, 261, 333, 353
騎士修道会 130
徽州商人 175
義浄 72, 76, 91
旗人  195, 196
魏晋南北朝 86
徽宗 149, 153
貴族（ローマ） 45
貴族院（英） 138
キタイ→契丹 146
北大西洋条約機構（NATO）
 351, 372, 374, 384
北ドイツ連邦 252
亀甲船 177
喫茶（中国） 151, 176
キッシンジャー 369
契丹 146
契丹文字 147
紀伝体 85
冀東防共自治政府 324
帰納法 223
騎馬遊牧民 82
羈縻政策 95
蟻鼻銭 79, 84
キープ（結縄） 104
義兵闘争 293
ギベリン→皇帝派 140
喜望峰 170, 183
金日成（キムイルソン）
 341, 348
金玉均（キムオッキュン） 289
金正日（キムジョンイル） 374
金大中（キムデジュン）
 341, 368, 376
金泳三（キムヨンサム） 376
格 89
キャフタ条約 197
キャラヴァンサライ 119
9.11事件 383, 384, 385
九か国条約 291, 306, 316
球戯場の誓い 239
仇教運動 287
義勇軍（人民義勇軍）
 342, 346
牛耕 79
宮宰 63
九・三〇事件 359
95か条の論題 204
旧人 13
救世主 37, 51
旧石器時代 12
九品中正法 86
救貧法 206
義勇兵（仏） 240
旧法党（宋） 148
『旧約聖書』  27, 37, 60, 121
九竜半島 271, 290, 376, 
キューバ
 276, 321, 358, 360, 371
キューバ革命 358
キューバ危機 360
キュリー夫妻 230, 277
キュリロス 62
ギュルハネ勅令 263
キュロス 2世 38
羌 86
教育法（英） 250
教会 51

クシュ王国 101
駆除韃虜 294
『愚神礼讃』 142
クスコ 104
グスタフ・アドルフ 213
クック 223, 286
屈原 80
グーツヘルシャフト
　→農場領主制 181
クディリ王国 164
クテシフォン 54, 60
グーテンベルク 143
クヌート 124
クノッソス 30
グプタ朝 69
グプタ様式 69, 72
鳩摩羅什 87
クメール（人） 77, 95
クメール王国 165
孔穎達 91
クライヴ 266
クライシュ族 58
グラスノスチ 372
グラックス兄弟 46
クラッスス 46
グラッドストン 250
グラナダ 117, 140, 144, 179
クーリー（苦力） 261
クリオーリョ 180, 238, 257
クーリッジ 308
グリマルディ人 13
クリミア戦争 249, 254, 282
グリム兄弟 248
クリム・ハン国 188
クリュニー修道院 129
クリルタイ 154
クリントン 375, 376
『クルアーン（コーラン）』
 59, 60, 119, 265
クルド人 312
クールベ 278
クレイステネス 40
クレオパトラ 47
クレオール文化 258
グレゴリウス1世 64
グレゴリウス 7世  129
グレゴリウス暦 47
クレタ文明 30
グレート・ジンバブエ 163
グレートブリテン王国 211
クレマンソー 301, 305
クレメンス 5世 137
クレメンス11世 198
クレルモン教会会議 130
クロアチア（人） 126, 374
クローヴィス 63
グロティウス 209, 222
グローバル化 375, 379
クロマニョン人 13
クロムウェル 210, 251
光州（クワンジュ）事件 368
軍管区制→テマ制 61
軍機処 197
郡県制 80
訓詁学 85
郡国制 81
『君主論』 142
軍人皇帝時代 50
軍閥 315
訓民正音 174

け
卿 34
計画経済 333, 334
景教 52, 91
経済協力開発機構（OECD） 
 334
経済社会理事会 332
経済相互援助会議
　→コメコン 351
経済ナショナリズム 319
『経済表』 223
経済ブロック 319
慶州 93
形勢戸 147, 151

経世済民 270
「啓典の民」 60
景徳鎮 153, 175
啓蒙思想 219, 220, 223, 239
啓蒙専制君主 219, 220
啓蒙専制主義 219
ケインズ 321
毛織物業 132, 206, 209
ゲシュタポ 321
羯 86
結婚税 126
月氏 82
ゲッベルス 321
ゲーテ 248
ゲティスバーグ演説 257
ケネー  111, 198, 223
ケネディ 360, 361
ゲバラ 358
ケープ植民地 183, 243, 274
ケープタウン 274
ケプラー 143
ケベック植民地 217
ケマル・アタテュルク→ムス
タファ・ケマル 312, 313
ゲルク派→黄帽派 195
ケルト人 62
「ゲルニカ」 322
ゲルフ→教皇派 140
『ゲルマニア』 49
ゲルマン人 52, 62
ゲルマン人の大移動
 52, 53, 62, 88, 126
ケルンの大聖堂 136
ケレンスキー 303
ケロッグ 310
ケロッグ・ブリアン協定 307
県（中国） 80
元 157
祆教 39, 91, 97
建業 86
元曲 158
建康 87
阮氏 183, 269
原子爆弾 330, 339, 352
犬戎 34
建州部 195
元首政 47
玄奘 72, 91
原人 13
遣隋使 94
原水爆禁止世界大会 352
玄宗（唐） 90, 92
阮朝（越南） 269, 289
元帝（東晋） 87
限田策 85
玄菟（郡） 92
剣闘士（剣奴）  17, 46, 48
遣唐使 94, 99
絹馬貿易 96
阮福暎 269
ケンブリッジ大学 135
建文帝 173
憲法制定会議（米） 236
憲法制定国民議会 239
憲法大綱 292
権利章典 211
権利請願 110, 210
権利宣言 211
乾隆帝 196
元老院 46

こ
呉 86
ゴア 171
ゴイセン 206
五・一五事件 324
コイネー 43, 51
行 152
業 66
公安委員会（仏） 240
弘安の役 159
項羽 81
後ウマイヤ朝 64, 113
「光栄ある孤立」 政策 299
紅衛兵 361

広開土王（好太王） 93
航海法 10, 210, 214, 244
江華島事件 288, 289
黄河文明 33
黄禍論 278
後漢（五代） 146
後期印象派 278
後期旧石器時代 13
『康熙字典』 197
康熙帝 195
後金 195
黄巾の乱 85
紅巾の乱 172
高句麗 89, 92
紅軍 324
鎬京 34
寇謙之 87
公行 198, 270
甲骨文字 22, 34
甲午農民戦争 289
孔子 79, 81
交子 152
港市国家 36, 75, 164, 166
坑儒 80
後周 146
広州
 76, 90, 152, 171, 198, 270
杭州 109, 152, 156, 175
洪秀全 287
広州湾 290
膠州湾 290, 302, 315
公所 175
交鈔  149, 156, 158
考証学 199
工場制手工業→マニュファ
クチュア 233
工場法（英） 244
後蜀 146
光緒新政 292, 294
光緒帝 291
後晋 146
甲申事変 289
香辛料
 68, 116, 133, 164, 170
抗租 175, 270
高祖（前漢）→劉邦 81
高祖（唐）→李淵 89
高宗（唐） 90
高宗（南宋） 149
黄巣 92
黄宗羲 199
黄巣の乱 92
豪族（中国） 85
公孫氏 92
公孫竜 80
江沢民 373, 376
興中会 294
交通革命 234
皇帝（秦） 80
皇帝（神聖ローマ帝国）
 123, 129, 139
皇帝（ローマ） 47
皇帝派 140
後唐 146
高等法院（仏） 212
高度経済成長 359
抗日（運動） 325, 329
抗日救国運動 329
抗日人民軍 329
抗日民族統一戦線 325
貢納（西欧） 125
光復会 294
光武帝（後漢）→劉秀 85, 94
洪武帝（明）→朱元璋
 168, 172
孝文帝（北魏） 87
黄帽派 195
黄埔条約 271
皇民化政策 325
公民権運動 362
公民権法 362
康有為 291, 294
『皇輿全覧図』 198
高麗 146, 157
高麗青磁 146

『教会史』  52
教会大分裂 137
郷挙里選 81
教区教会 128
教皇 63, 129
「教皇のバビロン捕囚」 137
教皇派 140
教皇領 63, 251, 311
姜寨遺跡 33
共産主義
 246, 312, 330, 333, 334
共産党情報局
　→コミンフォルム 335
『共産党宣言』 246
堯・舜・禹 86
仰韶文化 33
郷紳（英）→ジェントリ 138
郷紳（中国）
 175, 198, 270, 287, 294
『狂人日記』 316
強制移住法（米） 237
強制栽培制度 285
強制収容所 321, 327
匈奴 81, 82, 86
京都議定書 380
教父 52
恐怖政治 240
郷勇 287
共和政（英） 210
共和政（ローマ） 45
共和党 237
共和暦 242
極東国際軍事裁判 335, 339
挙国一致 301
挙国一致内閣（英） 319
拒否権 332
魚鱗図冊 172
ギリシア語
 29, 43, 54, 62, 120, 135
ギリシア人 40
ギリシア正教会 61, 127
ギリシアの独立 245, 263
キリスト（教） 51
『キリスト教綱要』 205
キリスト教民主同盟 354
「キリスト者の自由」 204
キリル文字 21, 62
『ギルガメシュ叙事詩』 27
キルギス 96
キール軍港の水兵の反乱 302
ギルド 134, 212, 239
キルワ 163, 216
義和団 291
義和団戦争 292
金（王朝） 149, 154
金印勅書 140
キング牧師 362
禁酒法 308
禁書（清） 197
欽宗 149
金属活字 146, 174
「金大中事件」 368
均田制 87, 89, 90, 92
金・ドル本位制 333, 353
「金ピカ時代」 256
『金瓶梅』  176
金本位制 185, 261, 320
金融恐慌 324
吟遊詩人（欧） 136
均輸・平準法（漢） 81
均輸法（宋） 148
禁欲思想 51
金陵 172

く
グアム（島） 276, 286
広南（クアンナム）国 183
クウェート 276, 280, 375
空海 91
空想的社会主義 246
クー・クラックス・クラン
（KKK） 256, 308
楔形文字 21, 27
クシャトリヤ 16, 32
クシャーナ朝 54, 67
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プラッシーの戦い 217, 266
プラトン 43
プラノ・カルピニ 156
プラハの春 361
ブラフマン 66
ブラーフミー文字 21
ブラマンテ 142
フランク王国 63
フランク人 52, 62
フランクフルト国民議会 247
フランクリン  236
フランクリン・ローズヴェル
ト 320, 327, 329, 338
フランコ 323, 367
ブーランジェ 253
フランシスコ・シャヴィエル
（ザビエル） 207
フランシス・ベーコン 223
フランス革命 236, 239, 307
フランス銀行 241
フランス領インドシナ（連邦）
 284, 328, 345

フランソワ1世 204
プランタジネット朝 138
フランチェスコ 130
フランチェスコ修道会
　→托鉢修道会 130
プランテーション
 9 , 180, 209, 215, 
 262, 283
ブランデンブルク辺境伯領
 140
ブラント 354
フランドル画派 142
フランドル地方
 133, 137, 142, 209
フラン・ブロック 320
ブリアン 307, 310
フーリエ 246
フリードリヒ1世 131
フリードリヒ 2世（神聖ロー
マ） 131

フリードリヒ 2世（大王）
 218, 219, 220, 224
フリードリヒ・ヴィルヘルム
1世 218

プリニウス 49, 68
ブリューゲル 142
ブリュージュ 133, 142
ブリュッセル条約→西ヨー
ロッパ連合条約 351
ブリュメール18日 241
『プリンキピア』 221
プリンケプス 47
ブルガリア
 275, 280, 323, 372
ブルガリア王国 96, 127
ブルガール人 61, 88, 96, 127
ブルグント人 52
ブルシェンシャフト運動 245
フルシチョフ 348, 350, 360
プルシャプラ 67
ブール（ボーア）人 274
プルタルコス 49
フルトン 234
プルードン 246
プールナ・スワラージ 314
ブルネレスキ 142
ブルボン朝 212, 242, 367
ブルム 323
プレヴェザの海戦 189
フレグ 116, 154
ブレジネフ 360, 366
ブレジネフ・ドクトリン 361
プレスター・ジョン 171
ブレスト・リトフスク条約
 302, 304
プレスビテリアン 206
ブレトン・ウッズ体制
 333, 353, 364
プレブス→平民（ローマ） 45
フレンチ・インディアン戦争
 217
プロイセン
 218, 220, 242, 247, 252

ベネディクトゥス 63
ヘブライ人 36, 37
ヘミングウェー 323
ベーメン 127, 137, 213, 247
ヘラクレイトス 42
ベラスケス 224
ペリー 276, 288
ペリオイコイ 40
ペリクレス 41
ベーリング 220
ベル 277
ベルギー
 209, 245, 247, 275, 357
ペルシア語 39, 113, 115, 
 121, 155, 162, 192

ペルシア人 38
ペルシア戦争 39, 41
ペルシア文明 55
ペルシア文字 39
ヘルシンキ宣言 364
ペルセポリス 38
ヘルツル 253
ベルベル人 113, 116
ヘルムホルツ 277
ベルリン会議（1878）
 275, 279
ベルリン会議（1884～85）
 274, 275
ベルリン条約 275
ベルリン大学 248
ベルリンの壁 360, 367, 372
ベルリン封鎖 351
ベルリン・ローマ枢軸 322
ベルンシュタイン 253
ペレストロイカ 372
ヘレニズム時代 42
ヘレニズム美術 43
ヘレニズム文明 43
ヘレネス 40
ヘレロ人 274
ヘロドトス 26, 41
ペロポネソス戦争 41
ペロポネソス同盟 41
ペロン 357, 358
ベンガル 169, 193, 266, 283
ベンガル分割令 283
弁韓（弁辰） 93
ベンサム 244
ヘン・サムリン 364
汴州 92
ヘンデル 224
編年体 152
辮髪 197, 287
変法（秦） 80
変法自強（運動） 291, 295
ヘンリ 2世 138
ヘンリ 3世 138
ヘンリ 7世 139, 179
ヘンリ 8世 206, 210
 ほ
ボーア戦争→南アフリカ戦
争 274, 293

ポアンカレ 310
ホイッグ党（英） 211, 244
ボイル 221
貿易摩擦 368
法家 80
望厦条約 271, 288
包括的核実験禁止条約
（CTBT） 366, 375
封建制（周） 34
封建制（西欧） 125
封建的主従関係 125
封建的特権の廃止 239
封建的特権の無償廃止 240
『法の精神』 223
『方法叙説』 223
募役法 148
ポエニ戦争 46
ホーエンツォレルン家 218
ホーキンズ 206
北緯38度線 340, 346
北緯17度線 355
墨家 80

北魏 87
北元 172, 176
墨子 80
北周 87
北宗画→院体画 153
北斉 87
北宋 146
北朝 87
冒頓単于 82
北爆 362
北伐 317
北部（米） 256
北米自由貿易協定
（NAFTA） 375, 384
北虜南倭 176
保甲法 148
保護関税法 252
保護貿易 214, 256, 299
ホジャ 188
ボシュエ 110, 222
戊戌の政変 291
戊戌の変法 291
保守党 244, 250
ボストン茶会事件 9 , 235
ポズナニ暴動 360
ボスニア・ヘルツェゴヴィナ
 275, 280, 374
ホスロー 1世 54
ホセ・リサール 285
ポタラ宮 158
ボダン 222
ホー・チ・ミン 
 315, 329, 345, 355
渤海 93, 147
北海・バルト海交易圏 133
ボッカチオ 141
法顕 72, 87
ポツダム宣言 330, 339, 340
ボッティチェリ 142
ホッブズ 222
北方戦争 220, 304
ポーツマス条約 293
ポトシ銀山 180, 200
ボードレール 278
ボニファティウス 8世 137
ホネカー 372
保馬法 148
ポピュリズム 358
募兵制 92
ホームステッド法→自営農
地法 256

ホメイニー 371
ホメロス 30, 42, 49
ホモ・エレクトゥス 13
ホモ・サピエンス  13
ホモ・ハビリス 12
ホラーサーン 59
ホラズム朝 115, 149, 154
ホラティウス 49
ポーランド回廊 326
ホラント州 209
ポーランド人 126
ポーランド侵攻（独） 326
ポーランド分割 220
ボリシェヴィキ 303
ポリス 40, 45
ポリビオス 43
ホルシュタイン 252
ホルティ 323
ホルテンシウス法 45
ポルトガル  140, 170, 179
 182, 274, 323, 367

ホルバイン 143
ポル・ポト 364, 370
ホルムズ 171, 188
ホロコースト 327, 328, 336
ボローニャ大学 135
ボロブドゥール 77
香港
 270, 290, 342, 376, 385
『本草綱目』 176
ホンタイジ 195
ポンディシェリ 266
ポンド・ブロック→スターリ
ング・ブロック 320

ボンベイ 266, 283
ポンペイウス 46

ま
マイソール王国 194
マイソール戦争 266
マイヤー 277
マウリヤ朝 66
マオリ人 286
マカオ 171, 376
マガダ国 66
マカートニー 270
マキァヴェリ 142
マクシミリアン1世 203
マクシミリアン 257
マクドナルド内閣（第 1次）
 309
マクドナルド内閣（第 2次）
 319
マグナ・カルタ 110, 138
マケドニア 41
マザラン 212
マジャパヒト王国 164
マーシャル 334, 342
マジャール人
 123, 127, 219, 247, 255
マーシャル・プラン 334, 353
魔女裁判 222
マーストリヒト条約 374
磨製石器 23
マゼラン（マガリャンイス）
 179
マタラム王国 182, 269
マチュ・ピチュ 104
マッカーシズム 334
靺鞨 93
マッキンリー 276
マッツィーニ 246
マテオ・リッチ（利瑪竇）
 176, 198, 207
マデロ 258
マトゥラー 67
マドラサ
 115, 119, 120, 187, 191
マドラス 266
マニ（教） 55, 83, 91, 96
「マニフェスト・デスティ
　ニー」 237
マニュファクチュア 214, 233
マニラ 177, 180, 182, 269
『マヌ法典』 16, 69
マハーヴィーラ→ヴァルダ
マーナ 66

『マハーバーラタ』 70, 165
マフディー 274, 281
マムルーク 60, 97, 113, 115
 116, 161, 263, 264
マムルーク朝  116, 162, 189
マームーン 120
マヤ文明 103
マラケシュ 116
マラーター王国 194
マラーター戦争 266
マラーター同盟 194
マラッカ（王国） 166, 167 
 169, 171, 173, 182

マラッカ海峡
 76, 152, 162, 164
マラトンの戦い 41
マラヤ連邦 345, 355
マリア・テレジア 218
マリ・アントワネット 239
マリウス 46
マリ王国 101, 121
マリンディ 163
マルクス 246
マルクス・アウレリウス・ア
ントニヌス 47, 49, 75, 86
マルグレーテ 140
マルコス 359, 368
マルコ・ポーロ
 109, 133, 156, 170
マルサス 260
マルタ会談 372
マルティン・ルター 204, 208

プロイセン＝オーストリア
戦争（普墺戦争） 251, 252

プロイセン改革 242
プロイセン公国 218
プロイセン＝フランス戦争
（普仏戦争） 251, 252, 254
フロイト 278
プロタゴラス 43
プロテスタント 205
プロノイア制 126, 190
フロンティア 237, 256
フロンドの乱 212
プロンビエール密約 250
ブワイフ朝 114
フワーリズミー 120
文永の役 159
文化政治 317
文化大革命 361, 369
分割統治（インド） 283
分割統治（ローマ） 46
文化闘争 252
文公 79
焚書 80, 81
フン人 52, 70, 88
文人画（南宗画） 153
文治主義 147
文帝（魏）→曹丕 86
文帝（隋）→楊堅 89
フンボルト 248
文禄・慶長の役 177

へ
兵家 80
米華相互防衛条約 351
米韓相互防衛条約 347, 351
ペイシストラトス 40
米州機構（OAS） 351
米州共同防衛条約 351
平城 87
ヘイスティングズの戦い 125
幣制改革 325
米中和解 369
米比相互防衛条約 345
平民（ローマ） 45
平民会 45, 46
平民派 46
ヘイロータイ 40
平和維持活動（PKO）
 377, 383, 387
平和共存路線 360
平和五原則 355
平和十原則 355
「平和に関する布告」 303
ペオン 180
ベギン 371
北京 173, 195, 295
北京議定書→辛丑和約 292
北京原人 13
北京条約（アロー戦争）
 271, 376
北京条約（露清） 288
ペグー 166, 268
ヘーゲル 248
ヘシオドス 20
ペスト 116, 137, 138, 141, 
 180, 233

ペタン 327
ヘディン 278
ペテルブルク 220, 304
ペテロ 51, 63
ベートーヴェン 224, 248
ベトナム共和国 355
ベトナム国 345
ベトナム国民党 315
ベトナム社会主義共和国 364
ベトナム青年革命同志会 315
ベトナム戦争 361
ベトナム独立同盟（ベトミン）
 329, 345

ベトナム反戦運動 362
ベトナム民主共和国
 345, 355
ペトラルカ 141
ペトログラード 303, 304
ベニン王国 216
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変更が適切な体裁・記載（表

記の統一）

主義をかかげて多くの地球規模の課題への取り組みから撤収し，TPP交渉

から離
り
脱
だつ
するなど，多角的な経済貿易枠

わく
組みからも一部撤

てっ
退
たい
した。これは，

アメリカが支えてきた秩
ちつ
序
じょ
から自ら距離を置くことを意味しており，また新

しん

興
こう
国の動向にも大きな影響をもたらすものと懸

け
念
ねん
されている。この点で，

2021年 1 月に成立した民主党のバイデン政権の去
きょ
就
しゅう
が注目を集めている。

ヨーロッパ統合と
地域統合問題

N
ナトー
ATO（北大西洋条約機構）の拡大ともあいまって，

EUは2004年から東欧にも拡大し，09年にはリスボン

条約が発効して政治的統合がいっそう強化された。しかし，これは各国の主

権の強い抑
よく
制
せい
を意味しており，各国内に反EUの風

ふう
潮
ちょう
を生みだした。イギリ

スでは，2016年にEUからの離脱を問う国民投票が実施されて，離脱賛成が

過半数を獲得し，2020年にイギリスはEUから離脱した。

　またEUは，金
きん
融
ゆう
財政面において通貨を統合しつつも，財政権は各国に残

したために，しばしば問題が生じた。1999年，為
か わ せ
替リスクの消滅や米ドルへ

の対抗のため，域内共通通貨ユーロがつくられ，発券銀行としてヨーロッパ

中央銀行がドイツに置かれた。2002年，ユーロ利用国は20か国前後にまで拡

大したが，2010年以降，ギリシアの財政問題などでユーロ危機がおこった。

　21世紀初頭には，他の地域でも地域統合や地域協力がすすめられたが，既
き

存
そん
の秩序が世界的に変

へん
容
よう
するなかで地域統合の方向性が今後も維持されてい

くかは，依
い
然
ぜん
難しい状況にある。アメリカの北米自由貿易協定（N

ナフタ
AFTA）は，

トランプ政権によりアメリカを生産拠
きょ
点
てん
とする方向で，新たな協定が2020年

に発効された。東アジアでも，A
アセアン
SEANを核とする経済や非伝統的安全保障

領域中心の地域統合が模
も
索
さく
され，2020年には地域的な包括的経済連

れん
携
けい
協定

（R
アールセップ
CEP）が締

てい
結
けつ
されるなど，自由貿易圏の形成がすすめられている。しかし，

そこには発展著
いちじる
しい中国の影響力に，

各国がどうかかわるかという課題があ

る。アフリカでは，2002年にアフリカ

統一機構（OAU）から発展したアフ

リ
African Union

カ連合（AU）が組織されたが，2020

年の新型コロナウイルス感染症拡大後

の経済をいかに発展させるかなど，多

くの課題に直面している。

イラク戦争と
「アラブの春」

21世紀に入ると，従来中東の人権や民主化を重視して

きたアメリカ合衆国は，しだいにその関与を減じる方

向へ向かった。9.11事件のあと，アメリカとイギリスは，イラクが大量破
は
壊
かい

兵器を保有し，国際テロ組織を支
し
援
えん
しているとして2003年にイラク戦争をお

（→p.351） （→p.373）

（1994） （→p.375）

 Regional Comprehensive Economic Partnership

（→p.357）

（→p.383）

（→p.383）

アメリカの交渉離脱後，TPP
は日本などが主導して，CPTPP
（TPP11）として2018年に11か
国で調印され，同年，発効した。

中東などからの難
なん
民
みん
や移民の

問題も，EU加盟国の社会問題
となり，各国でナショナリズム
が台頭した。

EUやNATOが東方に拡大
したことはロシアにとって脅

きょう
威
い

となった。2014年にウクライナ
でEU加盟支持派が政権を掌

しょう
握
あく

して，同国の東部住民がそれに
反発すると，ロシアはそれを利
用して，かつてロシア領であっ
たクリミアに派兵を行い，占領
した。さらに，2022年には東部
の親ロシア地域を独立国として
承認し，その住民保護を理由と
して，ウクライナ全土への大規
模な軍事侵攻を行った。

インドは最終段階でRCEPに
は加わらなかった。

1949

1952
1955
1982
1999

2004

2009

2017
2020
2023

アメリカ，カナダ，イギ
リス，フランス，イタリ
ア，オランダ，ベルギー，
ルクセンブルク，ポルト
ガル，デンマーク，ノル
ウェー，アイスランドを
原加盟国として発

ほっ
足
そく

ギリシア，トルコが加盟
西ドイツが加盟
スペインが加盟
チェコ，ハンガリー，ポ
ーランドが加盟
エストニア，ラトヴィア，
リトアニア，スロヴァキ
ア，スロヴェニア，ブル
ガリア，ルーマニアが加
盟
アルバニア，クロアチア
が加盟
モンテネグロが加盟
北マケドニアが加盟
フィンランドが加盟

NATOの拡大　

ユーロ取引開始のボタンを
おすフランクフルト証券取引
所の関係者（1999年）
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き
魏（三国） 86, 94
魏（戦国） 79, 84
キエフ公国 127
機械打ち壊し運動
　→ラダイト 234
議会派 210
議会法 250
『幾何原本』 176
企業合同→トラスト 273
企業連合→カルテル 273
キケロ 49
気候変動枠組条約締約国会
議（COP） 380
騎士（中世） 125, 137, 204
騎士（ローマ） 46
基軸通貨 229, 261, 333, 353
騎士修道会 130
徽州商人 175
義浄 72, 76, 91
旗人  195, 196
魏晋南北朝 86
徽宗 149, 153
貴族（ローマ） 45
貴族院（英） 138
キタイ→契丹 146
北大西洋条約機構（NATO）
 351, 372, 374, 384
北ドイツ連邦 252
亀甲船 177
喫茶（中国） 151, 176
キッシンジャー 369
契丹 146
契丹文字 147
紀伝体 85
冀東防共自治政府 324
帰納法 223
騎馬遊牧民 82
羈縻政策 95
蟻鼻銭 79, 84
キープ（結縄） 104
義兵闘争 293
ギベリン→皇帝派 140
喜望峰 170, 183
金日成（キムイルソン）
 341, 348
金玉均（キムオッキュン） 289
金正日（キムジョンイル） 374
金大中（キムデジュン）
 341, 368, 376
金泳三（キムヨンサム） 376
格 89
キャフタ条約 197
キャラヴァンサライ 119
9.11事件 383, 384, 385
九か国条約 291, 306, 316
球戯場の誓い 239
仇教運動 287
義勇軍（人民義勇軍）
 342, 346
牛耕 79
宮宰 63
九・三〇事件 359
95か条の論題 204
旧人 13
救世主 37, 51
旧石器時代 12
九品中正法 86
救貧法 206
義勇兵（仏） 240
旧法党（宋） 148
『旧約聖書』  27, 37, 60, 121
九龍半島 271, 290, 376, 
キューバ
 276, 321, 358, 360, 371
キューバ革命 358
キューバ危機 360
キュリー夫妻 230, 277
キュリロス 62
ギュルハネ勅令 263
キュロス 2世 38
羌 86
教育法（英） 250
教会 51

クシュ王国 101
駆除韃虜 294
『愚神礼讃』 142
クスコ 104
グスタフ・アドルフ 213
クック 223, 286
屈原 80
グーツヘルシャフト
　→農場領主制 181
クディリ王国 164
クテシフォン 54, 60
グーテンベルク 143
クヌート 124
クノッソス 30
グプタ朝 69
グプタ様式 69, 72
鳩摩羅什 87
クメール（人） 77, 95
クメール王国 165
孔穎達 91
クライヴ 266
クライシュ族 58
グラスノスチ 372
グラックス兄弟 46
クラッスス 46
グラッドストン 250
グラナダ 117, 140, 144, 179
クーリー（苦力） 261
クリオーリョ 180, 238, 257
クーリッジ 308
グリマルディ人 13
クリミア戦争 249, 254, 282
グリム兄弟 248
クリム・ハン国 188
クリュニー修道院 129
クリルタイ 154
クリントン 375, 376
『クルアーン（コーラン）』
 59, 60, 119, 265
クルド人 312
クールベ 278
クレイステネス 40
クレオパトラ 47
クレオール文化 258
グレゴリウス1世 64
グレゴリウス 7世  129
グレゴリウス暦 47
クレタ文明 30
グレート・ジンバブエ 163
グレートブリテン王国 211
クレマンソー 301, 305
クレメンス 5世 137
クレメンス11世 198
クレルモン教会会議 130
クロアチア（人） 126, 374
クローヴィス 63
グロティウス 209, 222
グローバル化 375, 379
クロマニョン人 13
クロムウェル 210, 251
光州（クワンジュ）事件 368
軍管区制→テマ制 61
軍機処 197
郡県制 80
訓詁学 85
郡国制 81
『君主論』 142
軍人皇帝時代 50
軍閥 315
訓民正音 174

け
卿 34
計画経済 333, 334
景教 52, 91
経済協力開発機構（OECD） 
 334
経済社会理事会 332
経済相互援助会議
　→コメコン 351
経済ナショナリズム 319
『経済表』 223
経済ブロック 319
慶州 93
形勢戸 147, 151

経世済民 270
「啓典の民」 60
景徳鎮 153, 175
啓蒙思想 219, 220, 223, 239
啓蒙専制君主 219, 220
啓蒙専制主義 219
ケインズ 321
毛織物業 132, 206, 209
ゲシュタポ 321
羯 86
結婚税 126
月氏 82
ゲッベルス 321
ゲーテ 248
ゲティスバーグ演説 257
ケネー  111, 198, 223
ケネディ 360, 361
ゲバラ 358
ケープ植民地 183, 243, 274
ケープタウン 274
ケプラー 143
ケベック植民地 217
ケマル・アタテュルク→ムス
タファ・ケマル 312, 313
ゲルク派→黄帽派 195
ケルト人 62
「ゲルニカ」 322
ゲルフ→教皇派 140
『ゲルマニア』 49
ゲルマン人 52, 62
ゲルマン人の大移動
 52, 53, 62, 88, 126
ケルンの大聖堂 136
ケレンスキー 303
ケロッグ 310
ケロッグ・ブリアン協定 307
県（中国） 80
元 157
祆教 39, 91, 97
建業 86
元曲 158
建康 87
阮氏 183, 269
原子爆弾 330, 339, 352
犬戎 34
建州部 195
元首政 47
玄奘 72, 91
原人 13
遣隋使 94
原水爆禁止世界大会 352
玄宗（唐） 90, 92
阮朝（越南） 269, 289
元帝（東晋） 87
限田策 85
玄菟（郡） 92
剣闘士（剣奴）  17, 46, 48
遣唐使 94, 99
絹馬貿易 96
阮福暎 269
ケンブリッジ大学 135
建文帝 173
憲法制定会議（米） 236
憲法制定国民議会 239
憲法大綱 292
権利章典 211
権利請願 110, 210
権利宣言 211
乾隆帝 196
元老院 46

こ
呉 86
ゴア 171
ゴイセン 206
五・一五事件 324
コイネー 43, 51
行 152
業 66
公安委員会（仏） 240
弘安の役 159
項羽 81
後ウマイヤ朝 64, 113
「光栄ある孤立」 政策 299
紅衛兵 361

広開土王（好太王） 93
航海法 10, 210, 214, 244
江華島事件 288, 289
黄河文明 33
黄禍論 278
後漢（五代） 146
後期印象派 278
後期旧石器時代 13
『康熙字典』 197
康熙帝 195
後金 195
黄巾の乱 85
紅巾の乱 172
高句麗 89, 92
紅軍 324
鎬京 34
寇謙之 87
公行 198, 270
甲骨文字 22, 34
甲午農民戦争 289
孔子 79, 81
交子 152
港市国家 36, 75, 164, 166
坑儒 80
後周 146
広州
 76, 90, 152, 171, 198, 270
杭州 109, 152, 156, 175
洪秀全 287
広州湾 290
膠州湾 290, 302, 315
公所 175
交鈔  149, 156, 158
考証学 199
工場制手工業→マニュファ
クチュア 233
工場法（英） 244
後蜀 146
光緒新政 292, 294
光緒帝 291
後晋 146
甲申事変 289
香辛料
 68, 116, 133, 164, 170
抗租 175, 270
高祖（前漢）→劉邦 81
高祖（唐）→李淵 89
高宗（唐） 90
高宗（南宋） 149
黄巣 92
黄宗羲 199
黄巣の乱 92
豪族（中国） 85
公孫氏 92
公孫竜 80
江沢民 373, 376
興中会 294
交通革命 234
皇帝（秦） 80
皇帝（神聖ローマ帝国）
 123, 129, 139
皇帝（ローマ） 47
皇帝派 140
後唐 146
高等法院（仏） 212
高度経済成長 359
抗日（運動） 325, 329
抗日救国運動 329
抗日人民軍 329
抗日民族統一戦線 325
貢納（西欧） 125
光復会 294
光武帝（後漢）→劉秀 85, 94
洪武帝（明）→朱元璋
 168, 172
孝文帝（北魏） 87
黄帽派 195
黄埔条約 271
皇民化政策 325
公民権運動 362
公民権法 362
康有為 291, 294
『皇輿全覧図』 198
高麗 146, 157
高麗青磁 146

『教会史』  52
教会大分裂 137
郷挙里選 81
教区教会 128
教皇 63, 129
「教皇のバビロン捕囚」 137
教皇派 140
教皇領 63, 251, 311
姜寨遺跡 33
共産主義
 246, 312, 330, 333, 334
共産党情報局
　→コミンフォルム 335
『共産党宣言』 246
堯・舜・禹 86
仰韶文化 33
郷紳（英）→ジェントリ 138
郷紳（中国）
 175, 198, 270, 287, 294
『狂人日記』 316
強制移住法（米） 237
強制栽培制度 285
強制収容所 321, 327
匈奴 81, 82, 86
京都議定書 380
教父 52
恐怖政治 240
郷勇 287
共和政（英） 210
共和政（ローマ） 45
共和党 237
共和暦 242
極東国際軍事裁判 335, 339
挙国一致 301
挙国一致内閣（英） 319
拒否権 332
魚鱗図冊 172
ギリシア語
 29, 43, 54, 62, 120, 135
ギリシア人 40
ギリシア正教会 61, 127
ギリシアの独立 245, 263
キリスト（教） 51
『キリスト教綱要』 205
キリスト教民主同盟 354
「キリスト者の自由」 204
キリル文字 21, 62
『ギルガメシュ叙事詩』 27
キルギス 96
キール軍港の水兵の反乱 302
ギルド 134, 212, 239
キルワ 163, 216
義和団 291
義和団戦争 292
金（王朝） 149, 154
金印勅書 140
キング牧師 362
禁酒法 308
禁書（清） 197
欽宗 149
金属活字 146, 174
「金大中事件」 368
均田制 87, 89, 90, 92
金・ドル本位制 333, 353
「金ピカ時代」 256
『金瓶梅』  176
金本位制 185, 261, 320
金融恐慌 324
吟遊詩人（欧） 136
均輸・平準法（漢） 81
均輸法（宋） 148
禁欲思想 51
金陵 172

く
グアム（島） 276, 286
広南（クアンナム）国 183
クウェート 276, 280, 375
空海 91
空想的社会主義 246
クー・クラックス・クラン
（KKK） 256, 308
楔形文字 21, 27
クシャトリヤ 16, 32
クシャーナ朝 54, 67
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プラッシーの戦い 217, 266
プラトン 43
プラノ・カルピニ 156
プラハの春 361
ブラフマン 66
ブラーフミー文字 21
ブラマンテ 142
フランク王国 63
フランク人 52, 62
フランクフルト国民議会 247
フランクリン  236
フランクリン・ローズヴェル
ト 320, 327, 329, 338
フランコ 323, 367
ブーランジェ 253
フランシスコ・シャヴィエル
（ザビエル） 207
フランシス・ベーコン 223
フランス革命 236, 239, 307
フランス銀行 241
フランス領インドシナ（連邦）
 284, 328, 345

フランソワ1世 204
プランタジネット朝 138
フランチェスコ 130
フランチェスコ修道会
　→托鉢修道会 130
プランテーション
 9 , 180, 209, 215, 
 262, 283
ブランデンブルク辺境伯領
 140
ブラント 354
フランドル画派 142
フランドル地方
 133, 137, 142, 209
フラン・ブロック 320
ブリアン 307, 310
フーリエ 246
フリードリヒ1世 131
フリードリヒ 2世（神聖ロー
マ） 131

フリードリヒ 2世（大王）
 218, 219, 220, 224
フリードリヒ・ヴィルヘルム
1世 218

プリニウス 49, 68
ブリューゲル 142
ブリュージュ 133, 142
ブリュッセル条約→西ヨー
ロッパ連合条約 351
ブリュメール18日 241
『プリンキピア』 221
プリンケプス 47
ブルガリア
 275, 280, 323, 372
ブルガリア王国 96, 127
ブルガール人 61, 88, 96, 127
ブルグンド人 52
ブルシェンシャフト運動 245
フルシチョフ 348, 350, 360
プルシャプラ 67
ブール（ボーア）人 274
プルタルコス 49
フルトン 234
プルードン 246
プールナ・スワラージ 314
ブルネレスキ 142
ブルボン朝 212, 242, 367
ブルム 323
プレヴェザの海戦 189
フレグ 116, 154
ブレジネフ 360, 366
ブレジネフ・ドクトリン 361
プレスター・ジョン 171
ブレスト・リトフスク条約
 302, 304
プレスビテリアン 206
ブレトン・ウッズ体制
 333, 353, 364
プレブス→平民（ローマ） 45
フレンチ・インディアン戦争
 217
プロイセン
 218, 220, 242, 247, 252

ベネディクトゥス 63
ヘブライ人 36, 37
ヘミングウェー 323
ベーメン 127, 137, 213, 247
ヘラクレイトス 42
ベラスケス 224
ペリー 276, 288
ペリオイコイ 40
ペリクレス 41
ベーリング 220
ベル 277
ベルギー
 209, 245, 247, 275, 357
ペルシア語 39, 113, 115, 
 121, 155, 162, 192

ペルシア人 38
ペルシア戦争 39, 41
ペルシア文明 55
ペルシア文字 39
ヘルシンキ宣言 364
ペルセポリス 38
ヘルツル 253
ベルベル人 113, 116
ヘルムホルツ 277
ベルリン会議（1878）
 275, 279
ベルリン会議（1884～85）
 274, 275
ベルリン条約 275
ベルリン大学 248
ベルリンの壁 360, 367, 372
ベルリン封鎖 351
ベルリン・ローマ枢軸 322
ベルンシュタイン 253
ペレストロイカ 372
ヘレニズム時代 42
ヘレニズム美術 43
ヘレニズム文明 43
ヘレネス 40
ヘレロ人 274
ヘロドトス 26, 41
ペロポネソス戦争 41
ペロポネソス同盟 41
ペロン 357, 358
ベンガル 169, 193, 266, 283
ベンガル分割令 283
弁韓（弁辰） 93
ベンサム 244
ヘン・サムリン 364
汴州 92
ヘンデル 224
編年体 152
辮髪 197, 287
変法（秦） 80
変法自強（運動） 291, 295
ヘンリ 2世 138
ヘンリ 3世 138
ヘンリ 7世 139, 179
ヘンリ 8世 206, 210
 ほ
ボーア戦争→南アフリカ戦
争 274, 293

ポアンカレ 310
ホイッグ党（英） 211, 244
ボイル 221
貿易摩擦 368
法家 80
望厦条約 271, 288
包括的核実験禁止条約
（CTBT） 366, 375
封建制（周） 34
封建制（西欧） 125
封建的主従関係 125
封建的特権の廃止 239
封建的特権の無償廃止 240
『法の精神』 223
『方法叙説』 223
募役法 148
ポエニ戦争 46
ホーエンツォレルン家 218
ホーキンズ 206
北緯38度線 340, 346
北緯17度線 355
墨家 80

北魏 87
北元 172, 176
墨子 80
北周 87
北宗画→院体画 153
北斉 87
北宋 146
北朝 87
冒頓単于 82
北爆 362
北伐 317
北部（米） 256
北米自由貿易協定
（NAFTA） 375, 384
北虜南倭 176
保甲法 148
保護関税法 252
保護貿易 214, 256, 299
ホジャ 188
ボシュエ 110, 222
戊戌の政変 291
戊戌の変法 291
保守党 244, 250
ボストン茶会事件 9 , 235
ポズナニ暴動 360
ボスニア・ヘルツェゴヴィナ
 275, 280, 374
ホスロー 1世 54
ホセ・リサール 285
ポタラ宮 158
ボダン 222
ホー・チ・ミン 
 315, 329, 345, 355
渤海 93, 147
北海・バルト海交易圏 133
ボッカチオ 141
法顕 72, 87
ポツダム宣言 330, 339, 340
ボッティチェリ 142
ホッブズ 222
北方戦争 220, 304
ポーツマス条約 293
ポトシ銀山 180, 200
ボードレール 278
ボニファティウス 8世 137
ホネカー 372
保馬法 148
ポピュリズム 358
募兵制 92
ホームステッド法→自営農
地法 256

ホメイニー 371
ホメロス 30, 42, 49
ホモ・エレクトゥス 13
ホモ・サピエンス  13
ホモ・ハビリス 12
ホラーサーン 59
ホラズム朝 115, 149, 154
ホラティウス 49
ポーランド回廊 326
ホラント州 209
ポーランド人 126
ポーランド侵攻（独） 326
ポーランド分割 220
ボリシェヴィキ 303
ポリス 40, 45
ポリビオス 43
ホルシュタイン 252
ホルティ 323
ホルテンシウス法 45
ポルトガル  140, 170, 179
 182, 274, 323, 367

ホルバイン 143
ポル・ポト 364, 370
ホルムズ 171, 188
ホロコースト 327, 328, 336
ボローニャ大学 135
ボロブドゥール 77
香港
 270, 290, 342, 376, 385
『本草綱目』 176
ホンタイジ 195
ポンディシェリ 266
ポンド・ブロック→スターリ
ング・ブロック 320

ボンベイ 266, 283
ポンペイウス 46

ま
マイソール王国 194
マイソール戦争 266
マイヤー 277
マウリヤ朝 66
マオリ人 286
マカオ 171, 376
マガダ国 66
マカートニー 270
マキァヴェリ 142
マクシミリアン1世 203
マクシミリアン 257
マクドナルド内閣（第 1次）
 309
マクドナルド内閣（第 2次）
 319
マグナ・カルタ 110, 138
マケドニア 41
マザラン 212
マジャパヒト王国 164
マーシャル 334, 342
マジャール人
 123, 127, 219, 247, 255
マーシャル・プラン 334, 353
魔女裁判 222
マーストリヒト条約 374
磨製石器 23
マゼラン（マガリャンイス）
 179
マタラム王国 182, 269
マチュ・ピチュ 104
マッカーシズム 334
靺鞨 93
マッキンリー 276
マッツィーニ 246
マテオ・リッチ（利瑪竇）
 176, 198, 207
マデロ 258
マトゥラー 67
マドラサ
 115, 119, 120, 187, 191
マドラス 266
マニ（教） 55, 83, 91, 96
「マニフェスト・デスティ
　ニー」 237
マニュファクチュア 214, 233
マニラ 177, 180, 182, 269
『マヌ法典』 16, 69
マハーヴィーラ→ヴァルダ
マーナ 66

『マハーバーラタ』 70, 165
マフディー 274, 281
マムルーク 60, 97, 113, 115
 116, 161, 263, 264
マムルーク朝  116, 162, 189
マームーン 120
マヤ文明 103
マラケシュ 116
マラーター王国 194
マラーター戦争 266
マラーター同盟 194
マラッカ（王国） 166, 167 
 169, 171, 173, 182

マラッカ海峡
 76, 152, 162, 164
マラトンの戦い 41
マラヤ連邦 345, 355
マリア・テレジア 218
マリ・アントワネット 239
マリウス 46
マリ王国 101, 121
マリンディ 163
マルクス 246
マルクス・アウレリウス・ア
ントニヌス 47, 49, 75, 86
マルグレーテ 140
マルコス 359, 368
マルコ・ポーロ
 109, 133, 156, 170
マルサス 260
マルタ会談 372
マルティン・ルター 204, 208

プロイセン＝オーストリア
戦争（普墺戦争） 251, 252

プロイセン改革 242
プロイセン公国 218
プロイセン＝フランス戦争
（普仏戦争） 251, 252, 254
フロイト 278
プロタゴラス 43
プロテスタント 205
プロノイア制 126, 190
フロンティア 237, 256
フロンドの乱 212
プロンビエール密約 250
ブワイフ朝 114
フワーリズミー 120
文永の役 159
文化政治 317
文化大革命 361, 369
分割統治（インド） 283
分割統治（ローマ） 46
文化闘争 252
文公 79
焚書 80, 81
フン人 52, 70, 88
文人画（南宗画） 153
文治主義 147
文帝（魏）→曹丕 86
文帝（隋）→楊堅 89
フンボルト 248
文禄・慶長の役 177

へ
兵家 80
米華相互防衛条約 351
米韓相互防衛条約 347, 351
ペイシストラトス 40
米州機構（OAS） 351
米州共同防衛条約 351
平城 87
ヘイスティングズの戦い 125
幣制改革 325
米中和解 369
米比相互防衛条約 345
平民（ローマ） 45
平民会 45, 46
平民派 46
ヘイロータイ 40
平和維持活動（PKO）
 377, 383, 387
平和共存路線 360
平和五原則 355
平和十原則 355
「平和に関する布告」 303
ペオン 180
ベギン 371
北京 173, 195, 295
北京議定書→辛丑和約 292
北京原人 13
北京条約（アロー戦争）
 271, 376
北京条約（露清） 288
ペグー 166, 268
ヘーゲル 248
ヘシオドス 20
ペスト 116, 137, 138, 141, 
 180, 233

ペタン 327
ヘディン 278
ペテルブルク 220, 304
ペテロ 51, 63
ベートーヴェン 224, 248
ベトナム共和国 355
ベトナム国 345
ベトナム国民党 315
ベトナム社会主義共和国 364
ベトナム青年革命同志会 315
ベトナム戦争 361
ベトナム独立同盟（ベトミン）
 329, 345

ベトナム反戦運動 362
ベトナム民主共和国
 345, 355
ペトラルカ 141
ペトログラード 303, 304
ベニン王国 216
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